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が
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。
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き
シ
ル
バ
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ク
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キ
ン
グ
に
て



2広報わかざくら　平成28年３月号

クラブ ･ サークル名 代表者・電話 内容紹介 学習日

1 桜井囲碁愛好会 久保慶行
42-3912

多彩な棋力が、そろっています。囲碁
で人生を楽しみましょう。

第１・３日曜日
午後１時～５時

2 歌謡クラブ
花水木

杉山孝一
42-1317

初心者歓迎。杉山美智子先生の指導で
演歌を楽しく練習しませんか。

第２・４木曜日
午後１時 10 分～３時 10 分

3 ときわぎジョイフル
ハーモニー

杉江鋭子
35-6086

歌を愛する。歌は心を元気にする。一
緒に歌ってみませんか？

第１～３土曜日
午後２時～４時

4 桜井エコー 中森公美子
48-8101

楽しく素敵な合唱曲に出会えます。
ハーモニー作りをぜひご一緒に。

第１～４金曜日
午後１時～３時 30 分

5 桜井混声合唱団 速水勢津子
45-2275

日頃の生活の中に音楽がぐっと身近に
なります。みなさん唱いましょう。

第１～４土曜日
午後６時 30 分～８時 30 分

6 桜井市吹奏楽団 堀田直人
42-9162

楽器演奏を趣味にしてみませんか？初
心者でも親切に指導します。

第２・４日曜日
午後２時～５時

7 桜井・遊ｉｎｇ
ハーモニカクラブ

樽井捨二
42-9180

音色に心が癒されるハーモニカで共に
演奏を楽しんでみませんか？

第２・４水曜日
午後１時 30 分～４時

８ 桜井楽鼓の会 樽井捨二
42-9180

和太鼓の心に響く躍動感を、皆で楽し
く味わってみませんか。

第 2・4 土曜日
午後３時～５時

９ 銀音じゃず楽団 松田正人
42-2368

結成 50 年目の老舗ジャズバンドです。
Ｔｐ・Ｔｂ募集中です。

第１～４土曜日
午後７時～９時

　

公
民
館
は
、
地
域
に
住
む
人

が
文
化
や
教
養
を
高
め
、
親
交

を
深
め
る
た
め
に
あ
り
ま
す
。

　
桜
井
市
で
は
、
昭
和
56
年
４

月
に
中
央
公
民
館
が
完
成
。
今

日
ま
で
た
く
さ
ん
の
教
室
が
開

催
さ
れ
、
一
万
人
以
上
の
市
民

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
42
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー

ク
ル
が
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
10
年
20
年
と
続
け
て

い
る
人
も
多
く
、
生
涯
の
楽
し

み
と
し
て
活
動
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

　
ど
の
人
も
「
家
で
ひ
と
り
作

品
を
作
っ
た
り
、
芸
術
に
つ
い

て
学
ん
で
い
て
も
お
も
し
ろ
く

な
い
。
同
じ
趣
味
の
仲
間
が
い

る
か
ら
こ
そ
、
公
民
館
に
集
う

時
間
が
楽
し
い
ん
で
す
」
と
笑

顔
で
話
さ
れ
ま
す
。

　
新
し
い
趣
味
や
豊
か
な
生
活

に
出
会
う
た
め
、
一
度
公
民
館

を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

誰
に
と
っ
て
も
身
近
な
は
ず
の
公
民
館
。「
集
っ
て
い
る
の
は
一
部
の
人
だ
け
で
し
ょ
？
」

と
思
っ
て
ま
だ
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

誰
も
の
身
近
に
あ
る
施
設
で
す
。
教
室
募
集
の
時
期
に
合
わ
せ
て
、
い
く
つ
か
の
教
室

か
ら
利
用
者
の
声
を
聞
い
て
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
を
楽
し
も
う
！

♪

♪♪

歌
が
好
き
な
人
、
大
募
集
！

特
に
男
性
！

割
合
が
少
な
く
て
…

い
つ
も
負
け
て
ま
す
ね
ん
。

桜井混声合唱団

銀音じゃず楽団

気
の
合
う
仲
間
が
集
ま
れ
ば
、
素
敵

な
時
間
と
素
敵
な
音
が
混
ざ
る
ひ
と

時
で
す
。

♪



3 広報わかざくら　平成28年３月号

クラブ ･ サークル名 代表者・電話 内容紹介 学習日

10 撫子会
戸川三枝子

080-
5356-3939

お琴に興味のある方、一緒に演奏しま
せんか。お待ちしています。

第１～３土曜日
午前９時～午後５時

11 大正琴　福寿草 村井千恵
43-3034

大正琴を奏で、美しいハ―モニ―に心
の花を咲かせ練習しています。

第１・３日曜日
午前９時 30 分～午後３時 30 分

12 フォークダンス
やまざくら

城戸知佐子
43-1203

やさしいフォークダンスを踊って、健
康と仲間づくりをしませんか。

第１～４水曜日
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

13 桜井洋画クラブ 大垣正芳
42-7836

春秋の写生も含め、月 2 回集まって絵
を画くのを楽しんでいます。

第２・４金曜日
午後１時 30 分～４時 30 分

14 日本画クラブ 渕本知加子
43-8857

初心者の方、経験者の方、一緒に日本
画を楽しんでみませんか？

第１・３木曜日
午後１時～４時 15 分

15 俳画クラブ 高瀬章子
45-1456

顔彩を使用して、風景・人物・花・動
物等を、一筆描きします。

第２・４水曜日　　　　　　　　　　　　　　　　
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

16 英会話クラブ 藤井義晴
43-7107

英会話で、海外の旅人をおもてなし。
2020 年に向け取り組もう！

第２・４金曜日
午後７時～９時

17 おもしろハングル
（中級）クラブ

北西明輝
43-2340

楽しい歌や料理等と親しんで、面白く
韓国語を学んでみませんか。

第２・４金曜日
午後７時 30 分～９時

18 茶道クラブ 小林さとみ
49-0128

あなただけの時間を、楽しい仲間と一
緒に共有しませんか。お気軽に！

第１・３水曜日
午後１時 30 分～３時 30 分

19 押絵クラブ 東　美恵子
45-3215

四季折々の草花等、自分なりの押絵作
りしませんか。入会お待ちしています。

第２・４木曜日　　　　　　　　　　
午後１時～４時

20 組紐クラブ 宮本弘子
46-0210

昔からの組紐を見ているだけでも楽し
いです。一度見学に来てください。

第１・３木曜日
午前 10 時～正午

公
民
館
が
で
き
た
当
初
か
ら
約
35
年

教
室
に
通
い
続
け
て
い
る
島
岡
美
智

子
さ
ん
。「
た
だ
好
き
だ
か
ら
続
い

て
る
ん
で
す
。
家
で
も
描
き
ま
す

け
ど
ね
、
仲
間
の
い
る
公
民
館
で
描

く
方
が
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
で
す
わ
」。

今
日
も
真
剣
に
カ
ン
バ
ス
に
向
か
っ

て
い
ま
し
た
。

講
師
の
廣
岡
節
子
さ
ん
は
、
長
き
に

渡
っ
て
指
導
を
続
け
て
い
ま
す
。
毎

年
年
末
に
作
る
干
支
の
作
品
は
３
巡

し
た
も
の
も
あ
る
そ
う
で
す
。
同
じ

も
の
を
作
っ
て
も
、
年
に
よ
っ
て
ち

が
う
の
が
お
も
し
ろ
い
と
言
い
ま
す
。

組紐クラブ

桜井洋画クラブ

押絵クラブ

絹糸で組んでいくんですよ。機械
とちがってほどけることはありま
せん。帯締めだけでなく、残り紐
で小物やストラップも作ります。
頭を使うけど、でき上がりを想像
するのが楽しいんです。



4広報わかざくら　平成28年３月号

書道

クラブ ･ サークル名 代表者・電話 内容紹介 学習日

21 パッチワーク
クラブ

木下恭子
46-5345

高岸先生ご指導のもと、楽しく作品を
つくっています。初心者大歓迎！！

第１金曜日 ･ 第 3 水曜日
午前９時 30 分～正午

22 手編みクラブ 宮久保幸子
45-3250

若干名募集します。編み物の好きな方、
お待ちしています。

第２・４木曜日　　　　　　　　　
午後１時～３時

23 書道愛好クラブ
小城義隆

080-
3828-4371

筆のある暮らしを、生活の中に取り入
れてみませんか。

第２・４金曜日
午後７時～９時

24 書画魁星クラブ 新　秀男
43-6882

書画を楽しく学んでいます。もちろん
書道のみでも歓迎します。

第２・４金曜日
午後１時 30 分～３時 30 分

25 筆ペンクラブ 明後親恵
43-5810

手軽な筆ペンで、美しい文字を書いて
みませんか。３名募集します。

第１・３木曜日　　　　　　　　　
午後１時～３時

26 墨憧クラブ 森　康員
42-6291

毛筆で好きな書風で文を書く。ゆった
りとした一時を過ごしませんか。

第１・３土曜日
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

27 音羽句会 外嶋尚春
42-5149

俳句に親しみ先生の指導と添削を受け
て上達を目指すクラブです。

第１・３木曜日
午後１時～４時

28 短歌　あとみ会 玉井順子
43-0611

暮らしの中で、一瞬立ち止まり気持ち
を歌に表現しませんか。初心者歓迎。

第４水曜日
午後１時 30 分～４時 30 分

29 ゆづき短歌会 髙松隆司
43-0826

小さな発見と感動、素敵なくらしのた
めに短歌を。初心者大歓迎。

第４土曜日
午前 10 時～正午

30 陶芸クラブ　宗炎 尾﨑久恵
45-2893

和気あいあいと楽しみ作陶中。初心者
大歓迎。随時、見学受付中です。

第１木曜日 午後１時～５時
第３木曜日 午前９時～正午

31 どりい夢 萩原省三
45-2857 月 2 回、土と遊びませんか？ 第１・４土曜日

午前９時～正午

32 陶芸クラブ
どろんこ

吉村仁志
45-0200 ご一緒に土のぬくもりを感じませんか。 第１木曜日 午前９時～正午

第３木曜日 午後１時～５時

33 陶芸クラブ　弥生会 木村良實
43-8325

手と頭を使って、楽しく陶芸をしませ
んか？皆、楽しくしています。

第１・３金曜日
午後１時～５時

季
節
の
花
を
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
に
し
て

部
屋
に
飾
っ
た
り
、
カ
バ
ン
や
ポ
ー

チ
な
ど
、実
用
品
も
作
っ
て
い
ま
す
。

笑
い
声
が
絶
え
な
い
部
屋
で
、
仲
の

良
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

昨
年
、
講
師
が
不
在
に
な
っ
た
と
き
、

や
り
た
い
人
だ
け
で
や
ろ
う
！
と
決

め
た
ら
み
ん
な
残
っ
た
と
言
い
ま

す
。
師
範
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
、
お
互
い
教
え
合
い
な
が
ら
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
す
。

陶芸クラブどろんこ

書道愛好クラブ

パッチワーククラブ

ろくろに向かってると、無心になれ
るんです。自分だけのオリジナル作
品は、作るのも楽しいですし、使う
のも楽しいですね。お手製のお椀で
食事するのは格別ですよ～。



5 広報わかざくら　平成28年３月号

クラブ ･ サークル名 代表者・電話 内容紹介 学習日

34 木彫クラブ 田中優子
46-4181

木片に命を吹きこむ楽しさを、味わっ
てみませんか。入会大歓迎です。

第１金曜日
午前９時 30 分～午後４時
第２～４金曜日
午前９時 30 分～ 11 時 30 分

35 いきいきシルバー
クッキング

石島宏胤
43-0031

シニア男性の料理クラブです。気楽な
仲間とクッキングを楽しもう。

第１・第３木曜日　　　　　　　　　
午前９時～午後１時

36 園芸クラブ 金沢好子
49-0160

家庭菜園のコツを勉強して、自給自足
の生活を送りましょう。

第１水曜日
午後１時 30 分～３時 30 分

37 前結び着付クラブ 田中順子
45-3307

日本の民族衣装、着物を私達と習いま
せんか。

第２・４金曜日
午前 10 時～正午

38 邦楽竹桜会 村島茂信
43-6741

音色を心の癒しに練習をして、慰問活
動等に参加をしてみませんか。

第２・４水曜日　　　　　　　　　　　　　　　　　
午後１時～５時

39 フラワー
アレンジメント

藤本正子
42-3957

生花やプリザーブドフラワーを使って
自分流にアレンジします。

第３週金曜日　　　　　　　　　　　　　　　
午前 10 時～正午

40 絵手紙クラブ彩 金澤一三
42-3846

花や果物など、新鮮で旬の題材に出会っ
たら、素早く絵手紙にいかがですか？

第 3 木曜日
午前 10 時～正午

41 ガーデンニングクラ
ブ・さくらんぼ

万波佑利子
43-3848

玄関先を色とりどりの花で飾りません
か？様々な企画・技術向上に挑戦。

第 4 土曜日
午後１時～４時

42 裏千家
和心クラブ

後藤密栄
46-0944

一期一会の気持ちで、おいしくお茶を
味わう学習を深めていきます。

第 1 金曜日
午前 10 時～午後０時 30 分

着付

各
教
室
の
申
込
方
法
は
…

　

代
表
者
に
直
接
電
話
し
て

申
込
む
か
、
ハ
ガ
キ
ま
た

は
中
央
公
民
館
窓
口
の
申
込

用
紙
に
①
ク
ラ
ブ
名
②
郵
便

番
号
③
住
所
④
氏
名
⑤
年
齢

⑥
電
話
番
号
を
記
入
し
、
中

央
公
民
館
（
〒
６
３
３
‐

８
５
８
５
大
字
粟
殿
２
０
２

番
地
）
へ
。

▽�

対
象　
市
内
在
住
・
在
勤

の
人
（
市
内
在
勤
の
人
は
、

勤
務
先
名
・
電
話
番
号
も

記
入
し
て
く
だ
さ
い
）

※�

入
会
は
随
時
。
会
費
が
必

要
で
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

中
央
公
民
館
（

45
‐

０
９
６
５
）（
月
・
火
曜
日

は
休
館
で
す
）

　

３
月
12
日
（
土
）・
13
日

（
日
）
は
公
民
館
祭
で
す
。
各

教
室
で
学
ぶ
み
な
さ
ん
の
作

品
展
示
や
発
表
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
今
月
号
の
折
込
チ
ラ

シ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館
で
楽
し
も
う
！

前結び着付クラブ

木彫クラブ

85 歳でも電動のこぎりを使って作品作って
ますよ。彫刻刀やのみも、まだまだ使えます。
ちょっと力もいりますけどね、大丈夫。
作ったら近所の人や友人に配りますねん。
私の生きがいですわ。

タンスに眠ってる着物、ありませんか？
前で結んでくるっと後ろに回すので、
ひとりで楽に着られますよ。
同じ趣味の人が集まってわいわいでき
るのが、公民館のいいところですね！



6広報わかざくら　平成28年３月号

※傷害保険料と、登録料や消耗品費などが必要です。スポーツクラブ
内容 対象 曜日 時間 内容 対象 曜日 時間

グ ラ ウ ン ド ゴ ル フ 60 歳以上 火・金 午前 ソ フ ト バ レ ー ボ ー ル 女性 木 午前

バ ド ミ ン ト ン 一般 月・金 午前 一般 水 夜間
水・金 夜間 テ ニ ス 一般 水 午前

卓 球 一般 水・金 夜間 柔 道 中学生以上
の経験者 土 夜間木・土 午後

バ  レ  ー  ボ  ー  ル 女性 水 夜間 剣 道 一般 土 夜間
一般 土 夜間 空 手 道 高校生以上 金 夜間

ト  リ  ム  体  操 一般 水 午前 太  極  拳 一般 土 午前

空手道
対象　小１～中３
日時　金曜 18：30 ～ 20：30
場所　総合体育館

ラグビーフットボール
対象　幼児～中３
日時　日曜 9：00 ～ 11：30
場所　纒向小グラウンド

　体育館にグラウンド。どの教室も子ど
もたちの元気な声が溢れています。ジュ
ニアスポーツ教室は全部で７種目。近隣
では珍しいラグビーやレスリングの教室
には、長く在籍して技を磨く子どもたち
が多いそうです。
　「学校以外に友達がたくさんできるし、
みんなで上達していくのが楽しい！」と
口々に答えてくれました。
　ジュニアスポーツ教室と一般向けのス
ポーツクラブについての詳細は、総合体
育館（ 45 ‐ 0609）へ問い合わせて
ください。一緒に汗を流せるメンバーを
募集しています。　

卓球
対象　小１～中３
日時　水・金曜 19：00 ～ 21：00
　　　土曜　　　9：00 ～ 12：00
場所　総合体育館
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回 月 / 日 曜日 内容 会場
１ ４/6 水 開講式 総 合 体 育 館
２ ４/27 水 春うららかハイキング 市 内

３ ５/11 水 グラウンドゴルフ 芝グラウンド
ディスコン（雨天時） 市 民 体 育 館

４ ５/25 水 ステップアップ体操（１） 総 合 体 育 館
５ ６/8 水 ステップアップ体操（２） 総 合 体 育 館
６ ６/22 水 ソフトペタンク 総 合 体 育 館

７ ７/6 水 グラウンドゴルフ 芝グラウンド
スローイングビンゴ（雨天時） 市 民 体 育 館

８ ７/20 水 ニュースポーツ紹介 総 合 体 育 館
９ ９/7 水 秋まんきつハイキング 市 外
10 ９/21 水 閉講式 中 央 公 民 館

※教室 時間　午前９時 30 分～ 11 時 30 分（ハイキングを除く）

▽  費用　会費 3,000 円 
　　　　（保険料を含む）

▽  申込方法　往復ハガキに住
所・氏名（ふりがな）・年
齢・電話番号を記入のうえ、
社会教育課体育係（〒 633
‐8585 大字粟殿 202）へ。
３月 11 日（金）必着。案
内を送付します。

※ 平成 27 年度参加の人も申
込みが必要です。

剣道
対象　年長～中３
日時　水・木曜
　　　19：00 ～ 20：30
　　　土曜 18：30 ～ 20：00
場所　総合体育館

少林寺拳法
対象　幼児～中３
日時　水・金曜 19：15 ～ 20：30
場所　総合体育館

平成28年度
スポーツ教室・クラブ生募集

柔道
対象　年長～中３
日時　木・土曜 18：30 ～ 20：30
場所　総合体育館

レスリング
対象　小１～中３
日時　土曜 17：30 ～ 19：30
場所　市民体育館

シルバースポーツ教室 65
歳
以
上
の
み
な
さ
ん

一
緒
に
体
を

動
か
し
ま
せ
ん
か
？

ヤー！

めーーーーーん！
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いきいき万葉学級（旧高齢者学級）

5/19（木） 「出会いの不思議」
丸子孝法さん 11/17（木）「さわやか体操」

中高老年期運動指導士　中西康代さん

6/16（木） 「災害における対策」
奈良地方気象台　職員 12/15（木）「多文化共生について」

桜井市国際交流協会

7/21（木） 「昭和の桜井の写真風景」
（一財）奈良市総合財団　説田晃大さん

H29 年
1/17（火）

★要参加費

新春のつどい
「講話と音楽鑑賞」

8/18（木） 「万葉集を読む」
阪口由佳さん 2/16（木） 「高齢者が巻き込まれるトラブル」

奈良弁護士会さざんか法律事務所　永井宏明さん

9/15（木） 「高齢者の食生活と健康」
帝塚山大学講師　百木和さん 3/2（木） 「紙芝居での昔話・一年間のまとめ」　

桜井読未知の会

10/5（水）
★要参加費 社会見学

▽時間　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分

▽場所　中央公民館３階大会議室（ただし、11/17 と 1/17 は別会場）

▽対象　おおむね 60 歳以上

▽費用　2,000 円（自主運営年会費）※６月の講座で集金します。

いきいきと自分らしく生きるために、
学ぶ楽しさをともに体験しませんか。生涯学習講座

往復ハガキに、希望する講座名と住所、氏名（ふりがな）、年齢、
電話番号を書いて、社会教育課（〒 633-8585 大字粟殿 202）へ。
３月７日（月）～４月 15 日（金）《必着》。（電話受付不可）
※申込多数の場合は抽選になります。
※ 複数の講座に申込むこともできますが、１講座につき１人１枚の

往復ハガキで申込んでください。

市民ふるさと講座

5/28（土） 「月山派日本刀の歴史と伝承」
月山日本刀鍛錬道場記念館

6/30（木）
「安全・安心・使いやすさを考えた
ランドセルの開発」
カザマランドセル

9/29（木） 「桜井の古道・万葉の歌碑散策」
桜井市観光協会会長　林勤さん

10/27（木）「キトラ古墳体験学習館など見学」

11/24（木）「市内の遺跡を訪ねて」
市文化財課職員

▽時間　午後 1 時 30 分～ 3 時 30 分

▽場所　市内各所にて（中央公民館よりバスで移動）

▽対象　一般

▽費用　原則無料

親子deふれあいセミナー

5/15（日） 「春の草花や自然に親しもう」
グリーンセイバー　新井博子さん

8/3（水） 「昆虫をさがして、一緒に遊ぼう」
グリーンセイバー　新井博子さん

10/15（土）「倉橋の自然探索」
環境省自然公園指導員　吉堂求さん

▽時間　午前 10 時～ 11 時

▽場所　彩雲ひろば（5/15・8/3）
　　　　倉橋ため池（10/15）

▽対象　3 ～ 5 歳の幼児とその保護者・12 組
▽費用　無料

桜井の豊かな自然環境や
歴史文化に目を向けよう！

自然の中で
子どもの心の成長と
地域の関わりを学ぼう！

いきいきとした高齢期をすごすために、健康
や豊かな教養、生きがいなどについて積極的
に学ぶとともに、たくさんの人との交流を深
めましょう。
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平
成
23
年
３
月
11
日
午
後
２
時
46
分

に
三
陸
沖
で
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平

洋
沖
地
震
は
、
そ
れ
に
伴
っ
て
発
生
し

た
津
波
や
余
震
も
あ
っ
て
、
多
く
の
被

害
を
与
え
ま
し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
、
被
災
地

は
少
し
ず
つ
も
と
の
姿
を
取
り
戻
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
復
興
に
取
り

組
む
被
災
地
の
中
か
ら
、
特
に
被
害
の

大
き
か
っ
た
３
県
の
観
光
地
や
物
産
を

紹
介
し
、
そ
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
現
地
を
訪
れ
、
観
て
、
買
っ
て
、
食

べ
て
、
楽
し
む
こ
と
。
そ
れ
が
さ
ら
な

る
復
興
の
励
み
に
な
り
、
復
興
へ
の
大

き
な
力
と
な
り
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
か
ら
５
年
…

復
興
に
全
力
で
取
り
組
む

岩
手
県
・
宮
城
県
・
福
島
県
の
魅
力
を
紹
介

岩
手
県

平
泉
（
平
泉
町
）

12
世
紀
に
奥
州
藤
原
氏
が
平
和
の
祈

り
を
こ
め
て
築
い
た
平
泉
は
、
平
成

23
年
６
月
に
世
界
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。
中
尊
寺
、
毛
越
寺
な

ど
の
平
泉
を
代

表
す
る
寺
院
や

そ
の
庭
園
は
、

四
季
折
々
の
美

し
さ
を
み
せ
て

く
れ
ま
す
。

イ
サ
ダ

三
陸
広
域
で
採
れ

る
イ
サ
ダ
は
、
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

効
果
も
期
待
で
き

る
注
目
の
食
材
。

ワ
カ
メ

岩
手
県
の
ワ
カ
メ

生
産
量
は
日
本
一
。

栄
養
豊
富
な
海
に

育
ま
れ
た
ワ
カ
メ

は
、
肉
厚
で
歯
ご

た
え
の
あ
る
食
感

が
自
慢
で
す
。

宮
城
県

仙
台
城
址
・
伊
達
政
宗
公
騎
馬
像

（
仙
台
市
）

伊
達
政
宗
公
が
築
い
た
仙
台
城
（
別

名
：
青
葉
城
）。
明
治
維
新
の
際
、
本

丸
が
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は
石
垣
と

再
建
さ
れ
た
隅す

み
や
ぐ
ら櫓が
残
る
の
み
で
す
。

天
守
台
の

政
宗
公
騎

馬
像
近
く

か
ら
仙
台

市
街
を
一

望
で
き
ま

す
。

キ
ラ
キ
ラ
丼　
（
南
三
陸
町
）

南
三
陸
町
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
ご
当
地

グ
ル
メ
。
町
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。「
春
告
げ
丼
」

（
春
）、「
う
に
丼
」（
夏
）、「
秋
旨

丼
」（
秋
）、

「
い
く
ら
丼
」

（
冬
）
と
い

う
四
季
の
丼

を
、
復
興
商

店
街
な
ど
の

店
で
、
味
わ

う
こ
と
が
で

き
ま
す
。

福
島
県

大
内
宿
（
下
郷
町
）　

会
津
と
日
光
を
結
ぶ
下
野
街
道
の
宿

場
と
し
て
栄
え
た
大
内
宿
は
、
茅
葺

屋
根
の
民
家
が
並
び
、
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
町
並
み
は
、今
も
な
お
、

江
戸
時
代
の
空
気
を
残
し
て
い
ま
す
。

会
津
赤
べ
こ

会
津
の
伝
統
的
な
玩
具
で
、
和
紙
で

で
き
た
張
り
子
の
牛
。
首
が
振
り
子

の
よ
う
に
揺
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

て
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
で
可
愛
ら
し

い
人
形
で
す
。「
べ
こ
」
と
は
、
東
北

地
方
の
方
言
で
牛
の
こ
と
。
赤
い
色

は
、
厄
除
け
の
効
果
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
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３月１日（火）～３月７日（月）
春の火災予防運動実施中

問　桜井消防署（ 42 ‐ 4119）

啓発

Sakurai Information ＋
プラス

『 無防備な　心に火災が　かくれんぼ』
（平成２７年度全国火災予防運動統一標語）

『 誓います　森の安全　火の始末 』
（平成２８年全国山火事予防運動統一標語）

全国一斉火災予防運動に伴う行事
・予防査察　防火対象物および危険物施設の査察
・独居老人家庭の防火診断　桜井西小学校区
・消防署と消防団による合同訓練　

３月６日（日） 午前９時～　大和川河川敷（大字金屋）

住宅防火　いのちを守る　七つのポイント
◆寝たばこは絶対にやめる
◆ストーブは、燃えやすい物から離れた位置で使う
◆ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す
◆逃げ遅れを防ぐため、住宅用火災警報器を設置する
◆寝具や衣類からの火災を防ぐため、防炎製品を使う
◆火災を小さいうちに消すため、住宅用消火器を置く
◆ 高齢者や身体の不自由な人を守るために、隣近所の協
力体制をつくる

単車・軽自動車の廃車や名義変更
などはお早めに！

問　税務課市民税係（ 42 ‐ 9111 内線 571）

お知らせ

軽 自動車税は、毎年 4 月 1 日現在の所有者に課税さ
れます。単車や軽自動車などを譲渡・廃車した場

合は、下表の関係機関への届出が必要です。４月１日（金）
までに届出がないと平成 28 年度分の軽自動車税が課税
されますので、注意してください。
　毎年 3 月末は、窓口が混み合います。移転登録（名義
変更）や抹消登録（廃車）などの手続きは、できるだけ
早く済ませてください。手続き案内は、ヘルプデスク（
050 ‐ 5540 ‐ 2063）で 24 時間行っています。
※ 正式な手続きなく譲渡している場合、トラブルの原因

となります。必ず登録変更をしてください。

軽自動車の納期限が、今年度から

4 月 30 日まで　　　　　　5 月 31日 まで
に変更となります。

　納税通知書は 5 月 13 日（金）ごろ発送します。また、
平成 27 年度軽自動車税納税証明書（継続検査用）の有
効期限は平成 28 年 4 月 29 日と記載されていますが、
納期変更に伴い、平成 28 年5月30日まで有効とな
ります。

虐 待の事実がなかったとしても、責任を問われるこ
とはありません。「虐待かも？」と思ったら、確信

がなくても、ためらわず連絡してください。連絡した人
の秘密は固く守られます。

児童相談所全国共通ダイヤル　 １
イチハヤク

８９
あなたの連絡が、保護者の支援につながります

　連絡することで救えるのは子どもだけではありません。
保護者も心の中では「助けてほしい」「誰かに止めてもら
いたい」と思っている場合もあります。あなたが虐待に
気づき行動することは保護者を救う助けにもなります

「子ども虐待防止」へ、みんなの力を！！

桜井市要保護児童対策地域協議会

「虐待かも？」と思ったら
ためらわず、連絡を！

問　児童福祉課こども支援係（ 42 ‐ 9111 内線 213）

啓発

単車等の廃車・名義変更の届出先
車種 手続場所 持ち物（廃車の場合）

単車など
（125cc 以下）

税務課市民税係
42 ‐ 9111（内線 571)

印鑑・ナンバープレート・本人確認書類（免許証等）など（盗難・スクラップ
などでナンバープレートのない人は、窓口で相談してください。）

二輪車
（125cc 超）

近畿運輸局奈良運輸支局
050 ‐ 5540 ‐ 2063 印鑑・ナンバープレート・自動車検査証または軽自動車届済証など

軽自動車
（三輪・四輪）

軽自動車検査協会奈良事務所
050 ‐ 3816 ‐ 1845 印鑑・ナンバープレート・自動車検査証など
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ひ とり暮らしの人や高齢者が地域で安心して暮らし
ていくため、地域での見守り活動に賛同・協力い

ただく事業者と協定を結びました。配送や訪問といった
日常業務の範囲において見守りをする中で地域住民の異
変に気付いた場合、連絡が入り、市が適切な対応をして
いきます。

下記事業所と地域見守り活動事業
の協定を結びました

問　高齢福祉課地域包括ケア推進係（ 42 ‐ 9111 内線 282）

シルバー人材センターを
利用してください

問　シルバー人材センター（ 42 ‐ 1204）

豊 かな経験に基づき、着実に仕事をします。急に臨
時の仕事ができ、それが高齢者に向いている場合

や、期間内に仕事を処理しなければならないときには、
ぜひセンターに連絡してください。仕事の内容によって、
受けられない場合もあります。

入会を希望する人は
　市内在住で、健康で働く意欲のある 60 歳以上の人で
あれば誰でも入会できます。ただし、会員入会説明会の
受講が必要です。平成 28 年度の第１回説明会を、３月
30 日 ( 水 ) 午後１時 30 分から中央公民館で開催します。
毎月１回説明会を行う予定です。日程はセンターへ問い
合わせてください。
仕事の配分
　発注者からの仕事をセン
ターが受領し、仕事内容と
就業条件に応じて会員に配
分します。（草刈り、植木の
手入れには講習会の参加が
必要です。）

ニュース 表彰　募集

「あなたの子育て応援します！」
子育て支援事業

問　つどいの広場（ 43 ‐ 9112 担当：米野・谷川）

▽相談日時　毎週月・水・金曜日の午前９時～午後３時
※事前に電話予約すると、待ち時間なく対応できます。

▽  場所　つどいの広場（大字西之宮 211 ‐ 1 桜井西ふ
れあいセンター分館内）

▽  対象　市内在住で、０歳～小学校就学前までの子ども
を育てている家庭の人、現在妊娠中の人

▽費用　無料
承諾された市内の子育てにかかわる機関やサークルを市
ホームページに掲載しています。

お知らせ

ヤマト運輸（株）奈良主管支店
赤帽奈良県軽自動車運送協同
組合

（株）ヨシケイ・ナラ
読売新聞　YC　香久山
読売センター桜井朝倉台
大庭新聞舗　読売センター桜
井三輪
岡山新聞販売所
朝日新聞　耳成店

（有）コタニ
（株）朝日新聞　村本販売
奈良県タクシー協会桜井部会

セブン・イレブン 桜井粟殿店
奈良県石油商業組合桜井支部
桜井市水道事業管理者

（一社）奈良県 LP ガス協会
奈良ヤクルト販売株式会社
関西電力株式会社　奈良支社
布亀株式会社
森永牛乳平和町販売店
桜井郵便局
株式会社ヤマトー
市民生活協同組合ならコープ

※平成 23 年締結済
剪定作業

子
育
て
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

ファミリーサポートセンター
その他の機関

家庭児童相談室
健康推進課など

つどいの広場など最近、子育てが
しんどいです…

うちの子、よその家
庭の子より落ち着き
がない気がする

親を病院に連れて行
くので、子どもを預
かってほしい

疑問や悩みに応じて関連する情報を提供し、どのよう
な子育て支援サービスが必要か、一緒に考えます。

気軽に相談して
くださいね

※

桜井市 利用者支援事業
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さくらい

市議会だより

平成 28 年 3 月 1 日発行
‐ № 177 ‐

市民とともに、より開かれた議会をめざして

平成 27 年
12月定例会

平
成
27
年
度　
一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
６
億
４
、９
３
７
万
２
、０
０
０
円
を
可
決
！

議
会
審
議
の
あ
ら
ま
し

　
12
月
定
例
会
に
お
け
る
本
会
議

で
の
審
議
の
概
要
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ま
ず
、
12
月
３
日
に
開
会
し
、

市
長
よ
り
提
出
議
案
の
理
由
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
10
日
の
本
会
議
に
お
い

て
別
記
の
と
お
り
熱
の
こ
も
っ
た

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
14
日
に
議
案
審
議
が

あ
り
、
報
告
案
件
２
件
は
全
員
異

議
な
く
承
認
さ
れ
、
議
案
第
63
号

か
ら
第
71
号
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
付
託
を
省
略
し
て
審
議
の
結

果
、
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
発

議
に
よ
る
意
見
書
に
つ
い
て
は
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
市
長
よ
り
人
事
案
件

１
件
の
追
加
提
出
が
あ
り
全
員
異

議
な
く
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
以
上
、
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件

の
審
議
は
す
べ
て
終
了
し
、
同
日

を
も
っ
て
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

▽�

沖
縄
の
米
軍
普
天
間
飛
行
場
代　

替
施
設
建
設
の
早
期
実
現
、
沖　

縄
米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
お
よ

び
負
担
軽
減
を
求
め
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情

▽�

警
察
・
検
察
お
よ
び
捜
査
機
関

の
手
持
ち
証
拠
の
全
面
開
示
を

求
め
る
意
見
書
採
択
の
要
望
書

議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た　

　

平
成
28
年
１
月
30
日
（
土
）、�

市
役
所
２
階
大
会
議
室
で
開
い
た

平
成
27
年
度
桜
井
市
議
会
報
告
会

に
は
34
名
の
み
な
さ
ん
に
ご
参
加

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
報
告
会
は
、
桜
井
市

議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
も
の
で

あ
り
、
平
成
26
年
度
決
算
な
ど
を

議
決
し
た
９
月
定
例
市
議
会
等
の

報
告
後
、
参
加
者
と
の
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
か
ら

は
、
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て
様
々

な
質
問
・
意
見
が
出
さ
れ
、
内
容

に
応
じ
て
議
長
や
各
委
員
長
が
回

答
し
ま
し
た
。

※�

当
日
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見

や
ご
要
望
等
を
、
17
ペ
ー
ジ
に

記
載
し
て
い
ま
す
。
ご
覧
く
だ

さ
い
。

要��

望
・
陳��

情 

議会報告会のようす

出前講座をご利用ください！
市議会では市民のみなさんの要請があれ
ば、各委員会が出向き、説明をさせていた
だきます。詳しくは、
議会事務局（ 42-
9111 内 線 441） ま
で問い合わせてくだ
さい。
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議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

報第 15 号
専決処分の報告、承認を求める
ことについて（損害賠償の額を
定めることについて）

職員が運転する公用車の物損事故等による損
害賠償額を定める。

承認
（賛成全員）

報第 16 号

専決処分の報告、承認を求める
ことについて（特別職の職員で
常勤のものの給与に関する条例
の一部を改正する条例）

市長の意向により、市長の在任期間中におけ
る給料月額の特例として、給料月額（本則）
から 30％減額した額を給料月額とする所要
の改正を行う。

承認
（賛成全員）

議案第 63 号 平成 27 年度桜井市一般会計補
正予算（第 3 号）

補正額　649,372,000 円
一般管理費で財政調整基金への積立金ならび
に扶助費で生活扶助、住宅扶助および医療扶
助にかかる追加所要額等

可決
（賛成全員）

議案第 64 号 平成 27 年度桜井市下水道事業
特別会計補正予算（第１号）

補正額　5,228,000 円
人件費および共済費の精査による増額補正

可決
（賛成全員）

議案第 65 号 平成 27 年度桜井市国民健康保
険特別会計補正予算（第２号）

補正額　23,544,000 円
療養給付費交付金にかかる返還金等

可決
（賛成全員）

議案第 66 号 平成 27 年度桜井市介護保険特
別会計補正予算（第 2 号）

補正額　3,184,000 円
認定調査費で通信運搬費および手数料の追加
所要額等

可決
（賛成全員）

議案第 67 号

桜井市行政手続における特定の
個人を識別するための利用等に
関する法律に基づく個人番号の
利用および特定個人情報の提供
に関する条例の制定について

平成 28 年 1 月から利用開始となる個人番号
について、市役所内における個人番号の独自
利用、庁内連携および情報提供に関し、条例
で規定するもの

可決
（賛成全員）

議案第 68 号 桜井市重度心身障害老人等医療
費助成条例の制定について

他の福祉医療費助成制度（乳幼児・小児等、
ひとり親家庭等、重度心身障害者医療費助成
制度）が条例整備されており、それとの均衡
を図る為、桜井市重度心身障害老人等医療費
助成要綱の廃止とともに条例制定を行う。

可決
（賛成全員）

議案第 69 号 桜井市行政組織条例の一部改正
について 平成28年4月1日以後の組織を再編成する。 可決

（賛成全員）

議案第 70 号

議会の議員その他非常勤の職員
の公務災害補償等に関する条例
および桜井市消防団員等公務災
害補償条例の一部改正について

被用者年金制度の一元化を図るための厚生年
金保険法等の一部を改正する法律が施行され
たことによる、当該条例の引用部分に関し一
部改正を行うもの。

可決
（賛成全員）

議案第 71 号 桜井市税条例等の一部改正につ
いて 地方税法の改正に伴う一部改正 可決

（賛成全員）

発議案第 7 号

マイナンバー制度の円滑な運営
にかかる財源確保等自治体の負
担軽減を求める意見書の提出に
ついて

提出先　内閣総理大臣　　総務大臣
　　　　財務大臣　　　　厚生労働大臣

可決
（賛成全員）

同　第 6 号 教育委員会委員の任命につき同
意を求めることについて 大字芝　度會　晋平　氏 可決

（賛成全員）

議決結果

13 広報わかざくら　平成28年３月号
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松
井
市
政
２
期
目
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
松
井
市
長
が
４
年
前
に
目
玉
政
策
と

し
て
掲
げ
た
「
陽
だ
ま
り
政
策
」
は
、
未

だ
道
半
ば
と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
行
財
政

改
革
の
取
り
組
み
も
資
源
ご
み
収
集
の
民

間
委
託
を
途
中
で
当
面
直
営
の
方
針
を
示

し
た
こ
と
に
よ
り
後
退
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
２
期
目
の
就
任
に
あ
た
り
、
い
か

に
施
策
に
取
り
組
み
、
ど
の
よ
う
な
桜
井

市
を
つ
く
る
考
え
か
。

答
（
市
長
）　
先
の
４
年
間
は
、
財
政
規

律
重
視
の
財
政
改
革
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
う
え
で

の
布
石
と
な
る
事
業
を
中
心
に
行
っ
た
。

「
陽
だ
ま
り
政
策
」
に
つ
い
て
は
、
旧
県

桜
井
総
合
庁
舎
の
跡
地
を
医
療
・
福
祉
の

拠
点
と
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
を
一
層
推
し
進
め
、
そ
の
成
果
を
市

民
に
実
感
し
て
貰
え
る
も
の
と
し
た
い
。

桜
井
市
を
元
気
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
町
に

よ
み
が
え
ら
せ
る
べ
く
、
子
育
て
支
援
を

は
じ
め
様
々
な
支
援
策
を
図
る
と
共
に
、

国
の
地
方
創
生
の
波
に
乗
り
、
桜
井
駅
前

を
中
心
拠
点
と
し
た
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

型
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。
行

革
に
お
い
て
は
、自
ら
進
捗
管
理
を
行
い
、

外
部
化
に
向
け
た
検
証
会
議
も
分
野
ご
と

に
立
ち
上
げ
、
見
直
す
べ
き
は
見
直
し
な

が
ら
取
り
組
み
た
い
。

JR
桜
井
線
貯
木
場
踏
切
歩
道
拡
幅
に
つ
い
て

　
　
本
年
３
月
定
例
会
で
は
、
踏
切
に
隣

接
す
る
地
権
者
と
は
用
地
補
償
等
、
合
意

を
得
る
こ
と
が
で
き
、用
地
買
収
完
了
後
、

平
成
28
年
度
内
で
の
工
事
完
了
を
目
指
す

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
進
捗
状
況
は
ど

う
か
。
地
権
者
の
方
々
の
協
力
に
報
い
る

た
め
、
一
刻
も
早
く
完
成
願
い
た
い
。

答
（
市
長
）　
土
地
売
買
の
契
約
が
分
筆

等
に
時
間
を
要
し
た
が
締
結
で
き
た
。
今

後
は
地
権
者
に
よ
る
補
償
物
件
の
移
転
工

事
完
了
後
、
平
成
28
年
10
月
に
工
事
申
請

を
行
う
。
平
成
29
年
度
末
完
了
の
予
定
で

あ
る
が
、
関
係
各
機
関
に
働
き
か
け
一
刻

も
早
く
完
成
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

答
（
都
市
建
設
部
長
）　
通
行
の
妨
げ
と

な
っ
て
い
た
踏
切
西
側
の
電
柱
は
、
地
権

者
の
理
解
と
協
力
を
得
て
、
地
権
者
の
敷

地
内
に
移
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
移
設

が
完
了
次
第
、
仮
設
の
歩
道
を
設
け
、
歩

行
者
の
安
全
な
通
行
の
確
保
を
図
り
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

● 

災
害
時
に
お
け
る
高
齢
者
や
障
が
い
者

の
避
難
行
動
の
支
援
に
つ
い
て

電柱が移設された
JR 桜井線貯木場踏切

問  

問  

一
般
質
問　
土　
家　
靖　
起　
議
員

地
域
で
取
り
組
む
「
引
き
こ
も
り
」
の

社
会
復
帰
支
援
に
つ
い
て

　
　
自
宅
内
に
引
き
こ
も
り
、
社
会
か
ら

孤
立
す
る
人
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
大
き

な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
小
中
学
校

時
代
の
不
登
校
が
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と

も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、対
応
は
ど
う
か
。

答
（
教
育
長
）　
不
登
校
傾
向
の
児
童
生

徒
に
は
、
電
話
連
絡
や
家
庭
訪
問
等
を
実

施
し
、
家
庭
と
連
携
強
化
を
図
り
、
早
期

に
状
況
に
応
じ
た
対
応
を
心
が
け
て
い
る
。

長
期
化
し
た
際
に
は
、
中
央
公
民
館
で
開

設
し
て
い
る
適
応
指
導
教
室
「
さ
く
ら
の

広
場
」
を
紹
介
す
る
な
ど
、
早
期
の
学
校

復
帰
が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
る
。

　
　
現
役
世
代
の
不
就
労
者
・
ひ
き
こ
も

り
の
増
加
は
、
地
域
の
活
性
化
を
妨
げ
る

な
ど
、
高
齢
家
庭
の
負
担
に
も
な
っ
て
い

る
。
社
会
復
帰
支
援
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
本
市
で
は
窓
口
の
設
置
に

至
っ
て
お
ら
ず
、
県
や
民
間
支
援
団
体
の

状
況
を
把
握
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

現
在
は
桜
井
市
内
の
民
間
関
係
機
関
で
あ

る
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ま
と
等
を

紹
介
し
て
い
る
。

単
身
世
帯
見
守
り
に
つ
い
て

　
　

何
と
し
て
も
孤
独
死
を
な
く
し
た

い
。
高
齢
者
世
帯
等
の
現
状
を
ど
の
よ
う

に
把
握
し
、
取
り
組
む
考
え
か
。

答
（
市
長
）　
３
年
に
一
度
、
65
歳
以
上

の
高
齢
者
世
帯
お
よ
び
、
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
シ
ル
バ
ー
調
査
を

実
施
し
、
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。
現

在
、
民
間
事
業
者
が
配
達
や
訪
問
時
に
異

変
を
察
知
し
た
際
、
市
の
窓
口
で
あ
る
高

齢
福
祉
課
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

連
絡
を
入
れ
る
見
守
り
活
動
に
協
力
い
た

だ
け
る
よ
う
参
画
依
頼
を
し
て
お
り
、
今

年
度
中
に
は
賛
同
す
る
事
業
者
と
協
定
を

結
ぶ
考
え
で
あ
る
。

　
　
福
祉
電
話
、
緊
急
通
報
装
置
の
貸
与

事
業
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）　
現
在
、
緊
急
時
に
ボ
タ
ン

を
押
す
と
、
あ
ら
か
じ
め
本
人
が
登
録
し

た
協
力
員
３
人
に
通
報
さ
れ
る
緊
急
通
報

装
置
の
設
置
に
よ
り
、
不
測
の
事
態
に
備

え
て
い
る
が
、
協
力
員
の
確
保
に
苦
労
す

る
ケ
ー
ス
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
電
話
回
線
を
利
用

し
て
い
な
い
電
話
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
も
含
め
光
回
線
や
ケ
ー
ブ
ル
回
線
を

利
用
で
き
、24
時
間
体
制
で
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

に
通
報
が
入
る
シ
ス
テ
ム
へ
の
移
行
を
財

源
の
確
保
な
ど
を
含
め
検
討
し
て
い
る
。

問��問��問��

問��

緊急通報装置※貸与の詳細は高
齢福祉課（内線 282）

代
表
質
問　
大　
園　
光　
昭　
議
員

広報わかざくら　平成28年３月号
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問  問  松
井
市
政
２
期
目
の
思
い
に
つ
い
て

　
　
１
期
４
年
間
を
振
り
返
り
、
感
じ
た

市
の
課
題
と
問
題
点
、
並
び
に
２
期
目
の

公
約
実
現
に
む
け
た
思
い
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
初
当
選
以
来
、
今
日
ま
で

市
長
と
し
て
の
職
責
の
重
さ
、
重
大
さ
を

感
じ
て
い
る
。
現
在
、
本
市
は
先
送
り
さ

れ
て
き
た
課
題
等
の
解
決
に
取
り
組
む
だ

け
で
厳
し
い
財
政
状
況
に
陥
り
、
な
か
な

か
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
手
を
広
げ
る
に

は
難
し
い
脆
弱
な
状
況
に
あ
る
が
、
国
や

県
の
支
援
を
得
て
、
わ
ず
か
で
は
あ
る
が

見
え
て
き
た
ま
ち
づ
く
り
の
光
を
確
実
な

も
の
と
し
、
元
気
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

に
よ
み
が
え
ら
せ
る
こ
と
が
、
自
身
に
与

え
ら
れ
た
使
命
、
責
務
と
考
え
て
い
る
。

　
　
市
長
の
公
約
に
は
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
旧
桜
井

総
合
庁
舎
を
医
療
・
福
祉
の
拠
点
と
し
て

活
用
す
る
に
あ
た
り
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

を
含
め
、ど
の
よ
う
に
整
備
す
る
考
え
か
。

答
（
市
長
）　
本
庁
舎
や
分
庁
舎
な
ど
既

存
庁
舎
の
フ
ロ
ア
配
置
に
つ
い
て
も
再
編

の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
特
に
市
民
が
訪

れ
る
頻
度
の
高
い
窓
口
機
能
は
、
で
き
得

る
限
り
本
庁
舎
に
集
約
し
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
効
果
を
出
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
組

織
改
正
に
伴
い
、
市
民
が
迷
う
こ
と
の
な

い
よ
う
、
各
課
、
各
係
の
事
務
分
掌
を
十

分
広
報
す
る
と
と
も
に
、
職
員
の
研
修
に

努
め
、窓
口
間
の
連
携
も
一
層
図
り
た
い
。

答
（
福
祉
保
健
部
長
）　
新
し
く
整
備
す

る
「
医
療
・
福
祉
の
拠
点
」
と
本
庁
舎
を

行
き
来
す
る
こ
と
な
く
手
続
き
で
き
る
体

制
を
今
後
、
整
え
て
い
き
た
い
。

　
　
平
成
25
年
12
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
、
庁
舎
内
の
安
全
管
理
の
重
要
性
に
つ

い
て
言
及
し
た
が
、
未
だ
部
局
に
よ
っ
て

は
ロ
ッ
カ
ー
の
上
や
階
段
に
荷
物
が
置
か

れ
て
い
る
。
自
分
た
ち
の
足
元
で
あ
る
職

場
の
安
全
衛
生
が
見
過
ご
さ
れ
て
い
る
状

況
で
市
民
の
た
め
の
安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
を
語
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
（
市
長
）　
職
員
安
全
衛
生
委
員
会
よ

り
各
所
属
長
に
対
し
通
知
を
行
い
、
職
場

の
安
全
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
定
期
的

に
本
庁
職
場
の
巡
視
を
行
う
よ
う
に
し
て

い
る
。

答
（
市
長
公
室
長
）　
職
場
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
遵
守
で
き
て
い
な
い
部
局
も
見

受
け
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
継
続
的
に
庁
舎

内
外
の
職
場
巡
回
等
を
行
い
、
一
層
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

本庁１階窓口のようす

一
般
質
問　
岡　
田　
光　
司　
議
員

問  

２
期
目
の
市
政
に
つ
い
て

　
　

松
井
市
長
は
、
大
変
厳
し
い
財
政
状

況
の
な
か
、
２
期
目
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

こ
と
に
な
る
が
、
市
長
が
掲
げ
る
「
ま
ち
づ

く
り
や
課
題
解
決
の
た
め
の
事
業
」
に
は
、

膨
大
な
財
源
が
必
要
と
考
え
る
。
①
財
政

の
立
て
直
し
と
安
定
し
た
自
主
財
源
の
確

保
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
全
国
的
に
人
口

減
少
が
進
む
な
か
、
他
市
に
負
け
な
い
人

や
企
業
に
や
さ
し
い
魅
力
あ
る
支
援
を
策

定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
市
税
の
減
少
等

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
反
転
攻
勢
ど
こ

ろ
で
は
な
い
と
危
惧
す
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
第
１・２
次
行
財
政
改
革
の

継
続
と
新
た
に
策
定
し
た
行
革
の
着
実
な

実
施
、
中
期
財
政
計
画
に
基
づ
く
事
業
の

実
施
と
併
せ
、
立
地
適
正
化
計
画
や
地
方

創
生
、
ま
ち
づ
く
り
協
定
に
基
づ
く
国
・

県
か
ら
の
財
政
支
援
や
交
付
税
措
置
の
あ

る
有
利
な
地
方
債
等
を
最
大
限
活
用
し
財

源
の
確
保
を
図
る
こ
と
で
、
財
政
の
健
全

化
を
図
り
た
い
。
ま
た
子
育
て
支
援
の
強

化
に
加
え
、
働
く
場
所
の
創
出
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
新
規
企
業
の
参
入
や
市

内
企
業
が
市
外
へ
流
失
し
な
い
よ
う
取
り

組
ん
で
お
り
、
最
大
の
自
主
財
源
で
あ
る

市
税
の
安
定
的
な
確
保
に
努
め
た
い
。

　
　
③
昭
和
の
大
合
併
以
降
、
中
山
間
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
い
る
と
感

じ
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
上
之
郷
地
域
に

お
い
て
は
、
集
落
と
集
落
を
結
ぶ
生
活
道

路
の
整
備
に
抜
本
的
な
対
策
を
要
す
る
こ

と
か
ら
、
地
元
と
市
の
担
当
部
局
に
よ
る

調
整
会
議
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た

国
が
推
進
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
（
情
報
推
進
技

術
）
い
わ
ゆ
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
普
及
に

お
い
て
も
、
空
白
地
帯
と
な
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
の
切
り
捨
て
と
な
ら
な
い
よ

う
な
施
策
が
必
要
で
は
な
い
か

答
（
市
長
）　
本
市
の
ま
ち
・
ひ
と
・
仕

事
創
生
総
合
戦
略
（
以
下
「
総
合
戦
略
」）

で
は
、
小
さ
な
拠
点
か
ら
各
地
域
へ
結
ぶ

生
活
道
路
の
充
実
も
必
要
と
考
え
て
い

る
。
財
政
上
、
少
し
ず
つ
と
な
る
が
、
計

画
を
立
て
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
総
合
戦
略
の
中
山
間
支
援
に
情
報
格

差
対
策
事
業
を
掲
げ
て
お
り
、
財
政
状
況

を
考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

② 

総
合
戦
略
お
よ
び
県
と
の
連
携
協
定
に

よ
る
市
の
発
展
に
つ
い
て

④ 

市
長
が
掲
げ
る
具
体
的
な
公
約
・
施
策

の
実
現
に
つ
い
て

問  問  

県道と白木を結ぶ
鳥居堂白木線

一
般
質
問　
札　
辻　
輝　
已　
議
員

広報わかざくら　平成28年３月号
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未
婚
者
支
援
対
策
に
つ
い
て

　
　
平
成
17
年
と
平
成
22
年
の
国
勢
調
査

の
デ
ー
タ
か
ら
も
、
30
歳
代
の
未
婚
率
が

上
昇
し
、
晩
婚
化
が
進
ん
で
い
る
と
考
え

る
。
本
年
10
月
に
行
政
視
察
を
行
っ
た
愛

知
県
東
海
市
で
は
、
平
成
21
年
か
ら
未
婚

者
支
援
に
取
り
組
み
、
結
婚
応
援
セ
ン

タ
ー
の
開
設
や
未
婚
者
の
出
会
い
の
場
の

創
出
な
ど
の
施
策
を
展
開
し
て
お
り
、
行

政
が
関
わ
る
安
心
感
も
伴
い
、
成
果
を
上

げ
て
い
る
。
本
市
は
総
合
戦
略
に
お
い

て
、
結
婚
に
関
す
る
事
業
を
示
せ
て
は
い

な
い
が
、
晩
婚
化
や
未
婚
率
を
下
げ
る
こ

と
が
、
効
果
的
な
少
子
化
対
策
に
な
る
と

考
え
る
。
今
後
、ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
、

取
り
組
み
を
進
め
る
考
え
か
。

答
（
市
長
）　
晩
婚
化
、
未
婚
率
の
現
状
は

憂
慮
す
べ
き
状
態
で
あ
り
、
若
者
が
希
望

を
持
っ
て
結
婚
し
、
不
安
な
く
子
育
て
で

き
る
よ
う
、
市
と
し
て
最
大
限
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
を
し
て
い
き
た
い
。
当
面
、
現
行

の
組
織
で
は
児
童
福
祉
課
が
婚
活
の
担
当

を
担
う
こ
と
に
な
る
が
、
人
口
減
少
対
策

の
一
環
と
し
て
未
婚
者
支
援
を
行
う
べ
く
、

県
と
も
連
携
し
、
先
進
自
治
体
の
事
例
を

学
び
な
が
ら
、
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

ご
み
収
集
に
つ
い
て

　
　

平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
を
は
じ

め
、
過
去
の
会
派
公
明
党
の
代
表
質
問
に

対
し
、
排
出
困
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
小

型
車
の
導
入
、
増
車
も
含
め
、
収
集
体
制

の
構
築
を
図
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
が
、

進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

図
る
う
え
で
、
き
め
細
や
か
な
ご
み
収
集

は
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
多
々
あ

り
、検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
厳
し
い
見
方
が
あ
る
な
か
、
当
面
直

営
で
業
務
を
続
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
職
員

だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
必
要
で
は
な
い
か
。

現
状
、
希
望
者
に
対
し
て
、
自
治
会
等
と

協
議
の
う
え
実
施
し
て
い
る
収
集
を
、
安

否
の
確
認
な
ど
を
含
め
て
ふ
れ
あ
い
収
集

と
し
て
制
度
化
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
目
的
・
対
象
者
・
申
請
手

続
き
等
の
ル
ー
ル
設
定
を
設
け
、
試
行
と

い
う
形
で
戸
別
に
行
っ
て
い
る
玄
関
先
等

で
の
ご
み
収
集
を
、
今
後
は
明
確
な
ル
ー

ル
化
、
体
制
化
を
図
り
、
制
度
と
し
て
実

施
で
き
る
よ
う
目
指
し
て
い
き
た
い
。

問  問  

愛知県東海市
結婚応援センター

一
般
質
問　
大　
西　
　
　
亘　
議
員

生
活
保
護
制
度
に
つ
い
て

　
　
７
月
か
ら
生
活
保
護
世
帯
の
家
賃
費

用
に
あ
た
る
「
住
宅
扶
助
」
の
基
準
額
が

引
き
下
げ
ら
れ
た
が
、
本
市
で
は
ど
れ
程

の
世
帯
が
影
響
を
受
け
る
の
か
。
平
成
25

年
か
ら
生
活
扶
助
の
見
直
し
は
、
既
に
３

回
目
と
な
る
こ
と
か
ら
、
生
活
保
護
世
帯

や
関
係
者
か
ら
も
批
判
の
声
が
あ
り
、
厚

労
省
は
住
宅
扶
助
上
限
額
が
減
額
と
な
る

場
合
は
、
最
低
限
度
の
生
活
の
維
持
に
支

障
が
生
じ
ぬ
よ
う
、
猶
予
や
特
例
等
を
設

け
る
通
達
を
出
し
て
い
る
。
障
が
い
者
や

高
齢
者
を
含
め
、
転
居
に
対
し
不
安
を
感

じ
る
世
帯
へ
の
対
応
は
十
分
か
。
ま
た
、

転
居
に
よ
っ
て
自
立
を
阻
害
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
場
合
な
ど
は
、
自
治
体
の
判
断
で

旧
家
賃
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
る
特
例
も
適

用
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　

住
宅
扶
助
を
受
け
る

７
１
３
世
帯
の
う
ち
、
２
４
０
世
帯
が
対

象
と
な
り
、
現
在
１
０
８
世
帯
の
方
が
転

居
等
の
対
応
を
さ
れ
た
。
国
の
基
準
を
遵

守
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
担
当
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
を
詳
し
く

聞
き
、
不
安
な
ど
感
じ
ら
れ
な
い
よ
う
個

別
に
、き
め
細
や
か
な
対
応
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
状
況
に
応
じ
て
、
特
例
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

　
　
11
月
か
ら
住
民
票
を
有
す
る
市
民
に

対
し
、
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）
が
通
知
さ
れ
た
。
現
時
点
で
届
い
て

い
な
い
世
帯
は
ど
れ
程
か
。

答
（
市
長
）　

何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
、

12
月
２
日
現
在
で
２
、２
６
３
通
が
市
に

返
送
さ
れ
て
い
る
。

　
　
Ｄ
Ｖ
被
害
等
の
方
や
介
護
施
設
に
入

所
さ
れ
て
い
る
方
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）　
広
報
わ
か
ざ
く
ら
９
月
号

や
、
関
係
施
設
等
に
担
当
課
を
通
じ
て
広

報
し
て
お
り
、
居
住
情
報
の
登
録
を
行
っ

て
い
た
だ
く
と
、
実
際
お
住
ま
い
の
住
所

や
施
設
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
認
知
症
の
方
な
ど
、
個
々
の
状
況
に

寄
り
添
っ
た
対
応
を
願
う
と
と
も
に
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
は
万
全
か
。

答
（
市
長
）　
成
年
後
見
制
度
の
活
用
を

含
め
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
対
応
を
図
る
。

国
は
、
制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面
の
両
方
か

ら
個
人
情
報
を
保
護
す
る
措
置
を
講
じ
て

お
り
、
市
も
し
っ
か
り
対
応
し
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
事
項
】

●
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

返送され届いていない
通知カード

問��

問�� 問��問��

一
般
質
問　
吉　
田　
忠　
雄　
議
員

　

問  

広報わかざくら　平成28年３月号



議会だより

17 広報わかざくら　平成28年３月号

　

委
員
会
で
は
所
管
事
項
に
対
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
先
進
自
治
体
の
取
り

組
み
等
を
調
査
・
研
究
す
る
行
政
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
程
・
視
察
地
・

視
察
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.city.

sakurai.lg.jp/
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

委員会名 日程 視察地 視察項目

文教厚生
委員会

平成 27 年
10 月 15 日

～ 16 日

愛知県東海市 ・未婚者支援対策に対する調査

愛知県高浜市
・ 妊娠・出産包括支援事業の取り

組みに対する調査

愛知県一宮市
・ 駅前ビル内の“地の利”を生か

した図書館運営に対する調査

産業建設
委員会

平成 27 年
10 月 22 日

～ 23 日

兵庫県
（ タ ク シ ー 協
会姫路支部）

・ 観光タクシーの取り組みに対す
る調査

岡山県真庭市

・ CLT（直交集成板）の活用に対
する調査

・ 森林を生かす ICT 地域づくりプ
ロジェクトに対する調査

平
成
27
年
度 

行
政
視
察

議
会
報
告
会

議
会
基
本
条
例
に
お
い
て
、
議
会
報
告
会
の
開
催
が
努
力
義
務
と

な
っ
て
い
る
。
義
務
規
定
と
改
正
す
べ
き
で
は
。
ま
た
開
催
回
数
を

年
に
１
回
で
は
な
く
、
２
回
・
３
回
と
増
や
し
て
ほ
し
い
。

本
市
に
お
け
る
政
務
活
動
費
の
予
算
は
政
務
活
動
を
し
て
い
な
い
の

か
と
思
え
る
ほ
ど
、
少
な
い
と
感
じ
た
。
議
員
報
酬
と
政
務
活
動
費

の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
ほ
し
い
。

　

市
議
会
お
よ
び
議
会
報
告
会
に
つ

い
て
の
ご
意
見
の
な
か
に
、「
市
民
の

参
加
が
少
な
す
ぎ
る
」「
広
報
不
足
で

は
な
い
か
」「
魅
力
が
な
い
の
か
対
策

を
考
え
る
べ
き
」
と
厳
し
い
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
員
一
同
、
参
加
者
が
昨
年
の
半

分
に
な
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
、
時
期

や
場
所
等
、
あ
り
方
に
つ
い
て
検
証

し
、
次
回
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

※�

詳
し
い
報
告
書
は
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

参
加
者
34
名
の
う
ち
、
30
名
の
方
か

ら
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
の
回
答
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。（
回
収
率
88
％
）

意
見
交
換
会
で
議
会
に
対
し
て
い
た
だ
い
た
、
主
な
ご
意
見

要
望

要
望

平成 27 年度の委員会先進地視察
優れた事業を行う自治体を視察し、魅力ある桜井市づくりに役立てます。
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番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。４
健 康 だ よ り ※お問い合わせは健康推進課

　　（保健会館　 ４５‐ ３４４３）へ

月の保健事業
乳幼児健康診査（対象者には個人通知します。内容・持ち物等はそちらで確認してください。）

事業名 対象者 日時（受付時間） 場所

４か月児健康診査
平成27年12月 1日～ 12 月 15 日生まれ 4 月 18 日（月）13：00 ～ 14：00

保
健
会
館

平成27年12月16日～ 12 月 31 日生まれ 4 月 28 日（木）13：00 ～ 14：00

10 か月児健康診査
平成 27 年 6 月 1 日～ 6 月 15 日生まれ 4 月 15 日（金）13：00 ～ 14：00

平成 27 年 6 月 16 日～ 6 月 30 日生まれ 4 月 26 日（火）13：00 ～ 14：00

1 歳 6 か月児健康診査
平成 26 年 9 月 1 日～ 9 月 15 日生まれ 4 月 7 日（ 木 ）13：00 ～ 14：00

平成26年9月16日～ 9 月 30 日生まれ 4 月 8 日（ 金 ）13：00 ～ 14：00

2 歳 6 か月児歯科健康診査 平成 25 年 9 月生まれ 4 月 7 日（木） 9：00 ～ 10：00

3 歳 6 か月児健康診査
平成 24 年 9 月 1 日～ 9 月 15 日生まれ 4 月 21 日（木）13：00 ～ 14：00

平成24年9月16日～ 9 月 30 日生まれ 4 月 22 日（金）13：00 ～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児健康相談）

主に生後 9 か月
未満の乳児

4 月12 日（火） 
 9：30 ～ 10：00▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・栄
養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主に生後 9 か月

～ 1 歳 7 か月未
満の乳幼児

4 月19 日（火）  
９：30 ～ 10：00▲

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

生後５か月～８
か月未満の乳児
の保護者

4 月13 日（水）
13：30 ～ 15：00 ◎

中
央

公
民
館

離乳食の話・実演・試食
※対象児に限り託児あり

（託児定員　12 名）
母子健康手帳・
筆記用具 要

パパママ教室
第１子目の妊娠
6 か月～ 9 か月
未満の妊婦とそ
の家族

4 月23 日（土）  
９：30 ～ 12：00 ◎

保
健
会
館

赤ちゃん人形で沐浴や
オムツ交換・抱っこ体
験等妊婦体験（希望者）

母子健康手帳・
筆記用具 要

（
15
組
）

▲受付時間　◎実施時間　〈要申込〉の事業は電話で健康推進課まで。

事業名 対象者 日時（受付時間） 場所 内容 料金 申込

胃がん・肺
がんセット
検診

35 歳以上の市民

4 月   8 日（金）
4 月 11 日（月）
4 月 12 日（火）
4 月 13 日（水）
9:00 ～ 11:20

市
役
所

胃がん検診：
バリウムを飲んで胃
部のレントゲン撮影

900 円
要

（定員 15 名）肺がん検診：
胸部のレントゲン撮
影と痰の検査（必要
な人）

無料
（ただし、痰の
検査が必要な場
合は 300 円）

※肺がん検診単独で検査を希望する人は、５～６月に行う地区巡回検診を受けてください（事前申込み不要）。
※ 胃がん・肺がんセット検診の申込みや問い合わせは、電話で医療センター（ 45 ‐ 2505）、または健康推進課（

45 ‐ 3443）まで。定員になり次第締め切りになります。
※ 妊娠中または妊娠の可能性のある人、授乳中の人は検診を受けることができません。胃腸疾患の治療中の人はかかりつ

けの医療機関で受診してください。
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３
月
１
日
～
７
日
は

子
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す

　

市
が
実
施
し
て

い
る
定
期
予
防

接
種
は
、
対
象
年

齢
期
間
内
で
あ
れ

ば
、
無
料
で
接
種
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
市
内
の
定
期
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
る
医
療
機
関
で
個

別
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

　

４
月
の
入
園
や
入
学
に
備
え

て
、必
要
な
予
防
接
種
を
済
ま
せ
、

病
気
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

※�

市
外
で
接
種
を
希
望
す
る
場
合

は
事
前
に
健
康
推
進
課
で
手
続

き
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
、

健
康
推
進
課
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

一
般
不
妊
治
療
費
助
成

　
桜
井
市
で
は
、
平
成
26
年
度
よ

り
、
一
般
不
妊
治
療
費
助
成
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
一
般
不
妊
治
療
を

受
診
し
た
夫
婦
で
、
申
請
が
ま
だ

の
夫
婦
は
、
３
月
末
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
者

・�

戸
籍
法
に
よ
る
婚
姻
の
届
出
を

し
て
い
る
人

・�

医
療
機
関
に
お
い
て
不
妊
症
と

診
断
さ
れ
、
そ
の
治
療
を
受
け

た
人

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

▽
対
象
と
な
る
不
妊
治
療

・�

第
一
子
に
か
か
る
一
般
不
妊
治

療・�

市
で
規
定
す
る
一
般
不
妊
治
療

で
あ
る
こ
と

・��

一
般
不
妊
治
療
を
受
け
た
日
に

市
内
在
住
で
あ
る
こ
と

▽
助
成
金

・
１
年
度
に
つ
き
１
回

・�

本
人
負
担
額
の
２
分
の
１
の
額

で
、
夫
婦
に
対
し
１
年
度
に
つ

き
上
限
５
万
円

　
申
請
に
は
、
申
請
書
類
お
よ
び

添
付
書
類
が
必
要
で
す
。
詳
し
く

は
、
健
康
推
進
課
ま
で
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

　
も
ぐ
も
ぐ
教
室
で
勉
強
す
る
お

母
さ
ん
た
ち
の
た
め
に
、
別
室
で

赤
ち
ゃ
ん
を
見
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
子

育
て
経
験
の
あ
る
人
、
健
康
推
進

課
ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
託

児
は
保
健
師
と
一
緒
に
行
い
ま

す
。

▽
日
程　
４
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
６
月
２
日
（
木
）

▽
時
間　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

※�

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
の
み

の
協
力
で
も
結
構
で
す
。

健
康
相
談�

　
「
健
診
結
果
が

気
に
な
る
」「
生

活
習
慣
を
見
直
し

た
い
が
、
具
体
的

に
何
を
し
た
ら
い

い
の
？
」
等
、
生

活
習
慣
病
に
関
す

る
相
談
を
受
付
け

て
い
ま
す
。
ま
た
、
生
活
改
善

を
し
な
い
と
い
け
な
い
の
は
分

か
っ
て
い
る
け
ど
実
行
が
で
き

な
い
人
に
対
し
て
も
、
実
行
に

向
け
て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

必
ず
電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

▽�

日
時　
４
月
13
日
（
水
）

　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

▽�

場
所　

市
役
所
３
階
第
１
会

議
室

▽�
内
容　

保
健
師
・
管
理
栄
養

士
の
健
康
相
談
、
血

☆

圧
測
定
、

身
☆

長
・
体
重
測
定
、
体

☆

脂
肪

測
定
、
尿

☆

検
査　
　

　
☆
は
必
要
な
人
の
み
実
施　

▽�

持
ち
物　

健
康
手
帳
、
検
査

結
果
等
、
健
康
状
態
が
わ
か

る
も
の
で
必
要
と
思
わ
れ
る

も
の
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
料
金　
無
料

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
健
康

推
進
課
（

45
‐
３
４
４
３
）

要予約

グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル
の
み
な
さ
ん

生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン
ク
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

生
涯
学
習
指
導
者
バ
ン
ク
と
は
、
様
々
な
資
格
や
経
験
を
持
っ
て
い
る

人
を
登
録
し
、市
民
の
み
な
さ
ん
に
紹
介
す
る
制
度
で
す
。

利
用
条
件

　
市
内
の
学
校
や
５
名
以
上
の

団
体
、
グ
ル
ー
プ
、
学
級
等
が

対
象
。学
習
者
の
営
利
活
動
や
、

宗
教
的
ま
た
は
政
治
的
活
動
を

目
的
と
し
な
い
内
容
の
学
習
会

に
利
用
で
き
ま
す
。

指
導
者
の
登
録
分
野

　
育
児
・
教
育
・
社
会
・
語
学
・

国
際
交
流・福
祉・環
境・自
然・

観
光
・
パ
ソ
コ
ン
・
文
化
・
芸

術
・
園
芸
・
趣
味
・
健
康
・
運

動
分
野
な
ど
。

利
用
方
法

　
学
習
内
容
や
分
野
に
つ
い
て

の
相
談
は
、社
会
教
育
課
ま
で
。

希
望
に
応
じ
て
指
導
者
と
調
整

し
、
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
、

指
導
者
と
日
時
や
場
所
等
、
直

接
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
指
導
者
が
了
解
し
、
指
導
者

バ
ン
ク
を
利
用
す
る
こ
と
が
決

定
し
た
後
、利
用
申
込
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、学
習

会
終
了
後
に
は
利
用
実
績
報
告

が
必
要
で
す
。

※ 

学
習
会
中
に
、
万
一
事
故
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
代
表
者

の
責
任
に
お
い
て
対
応
し
て

く
だ
さ
い
。

指
導
者
に
対
す
る
謝
金

　

指
導
者
は
、原
則
と
し
て
無

償
で
指
導
を
行
い
ま
す
。
た

だ
し
、
謝
金
を
支
払
う
場
合
に

は
、１
回
（
２
～
３
時
間
程
度
）

あ
た
り
５
、０
０
０
円
（
交
通

費
・
材
料
費
等
の
必
要
経
費
を

含
む
）
以
内
で
、
依
頼
し
た
指

導
者
に
直
接
支
払
っ
て
く
だ
さ

い
。

▽ 

問
い
合
わ
せ
先　
社
会
教
育

課
生
涯
学
習
振
興
係
（

42

‐
９
１
１
１
内
線
６
０
８
）

　
　



20広報わかざくら　平成28年３月号

　
広
く
人
権
に
つ
い
て
考
え
、
関

心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年

桜
井
市
と
市
人
権
教
育
研
究
会
が

協
力
し
て
人
権
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
し
、無
料
で
配
付
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
１
６
年
度
版
も
、
市
内
の

小
中
学
生
が
人
権
に
か
か
わ
る
思

い
を
描
い
た
ポ
ス
タ
ー
を
も
と
に

完
成
し
ま
し
た
。
希
望
者
は
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

��　

人
権
施
策
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
５
６
１
）

　
３
月
25
日
（
金
）
～
４
月
５
日

（
火
）
の
間
、
初
瀬
・
朝
倉
台
線

は
学
校
休
校
日
ダ
イ
ヤ
で
運
行
し

ま
す
。

　
　
奈
良
交
通
榛
原
営
業
所
（

０
７
４
５
‐
82
‐
２
２
０
１
）・

行
政
経
営
課
（

42
‐
９
１
１
１

内
線
２
５
６
）

　
教
育
委
員
会
が
行
う
埋
蔵
文
化

財
発
掘
調
査
に
お
け
る
掘
削
機
械

の
借
上
げ
業
務
に
つ
い
て
、
競
争

入
札
に
参
加
す
る
業
者
は
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

受
付
期
間　
３
月
７
日（
月
）～

18
日（
金
）
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時（
土
・
日
を
除
く
）

▽ 

有
効
登
録
期
間

　
平
成
28
年
度
・
29
年
度

▽ 

提
出
場
所　
文
化
財
課
（
市
立

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
内
）

※�

資
格
・
条
件
・
提
出
書
類
等
、

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

　
・　
　

文
化
財
課
（
☎
42
‐

６
０
０
５
）

▽
変
更
し
よ
う
と
す
る
路
線

①�

兜
塚
山
之
辺
線
の
一
部
廃
止

（
粟
殿
、
金
屋
、
三
輪
、
茅
原
、

箸
中
、
巻
野
内
地
内
）

②�

北
口
宇
陀
ヶ
辻
線
の
廃
止
（
桜

井
、
外
山
、
慈
恩
寺
地
内
）

③�

磐
余
線
の
一
部
廃
止
（
谷
、
阿

部
、
安
倍
木
材
団
地
１
丁
目
、

２
丁
目
、
吉
備
）

④�

橋
本
三
輪
駅
線
の
一
部
廃
止

（
池
之
内
、橋
本
、吉
備
、大
福
、

東
新
堂
、
新
屋
敷
、
三
輪
）

⑤�

粟
原
池
之
内
線
の
一
部
廃
止

（
池
之
内
、
橋
本
、
安
倍
木
材

団
地
２
丁
目
）

⑥�

外
山
新
道
線
の
一
部
廃
止
（
外

山
）

⑦�

桜
井
駅
戒
重
線
の
一
部
廃
止

（
戒
重
、
川
合
）

▽ 

縦
覧
期
間　
３
月
１
日
（
火
）

～
15
日
（
火
）
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
を

除
く
）

▽ 

縦
覧
場
所　
①
～
④
：
県
都
市

計
画
室
と
市
都
市
計
画
課
（
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

⑤
～
⑦
：
市
都
市
計
画
課
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）

◎
意
見
書
の
提
出

　
こ
の
案
に
対
し
て
意
見
の
あ
る

人
（
市
民・利
害
関
係
人
に
限
る
）

は
、
意
見
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

▽ 

提
出
期
間　
３
月
１
日
（
火
）

～
15
日
（
火
）〈
必
着
〉

▽ 

提
出
方
法　
住
所
、
氏
名
お
よ

び
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由
を

具
体
的
に
記
載
し
た
意
見
書

を
、
直
接
持
参
か
郵
送
で
左
記

ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽ 

提
出
先　
①
～
④
：
県
都
市
計

画
室
（
県
知
事
宛
）、
⑤
～
⑦：

市
都
市
計
画
課
（
市
長
宛
）

　
・　
　

県
都
市
計
画
室

（
〒
６
３
０
‐
８
５
０
１
奈
良
市

登
大
路
町
30

０
７
４
２
‐
27

‐
７
５
２
０
）・
市
都
市
計
画
課

（
〒
６
３
３
‐
８
５
８
５
大
字
粟

殿
４
３
２
‐
１

42
‐
９
１
１
１

内
線
２
２
３
）

◆

◆

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

申
問

申
問

問 問

○ 

平
成
27
年
の
犯
罪
発
生
傾
向
と
防
止
対
策

　
桜
井
警
察
署
管
内
の
刑
法
犯
罪
の
総
数
は
、
平
成
26
年
に
比
べ
て

68
件
減
少
。
犯
罪
の
種
別
で
は
、
事
業
所
等
侵
入
窃
盗
が
増
加
し
、

車
上
ね
ら
い
や
部
品
ね
ら
い
、
オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
盗
は
減
少
し

ま
し
た
。
た
だ
し
、こ
れ
ら
の
被
害
は
依
然
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

被
害
防
止
の
た
め
に

・
夜
間
に
無
人
と
な
る
事
業
所
に
は
金
品
を
置
い
て
お
か
な
い
。

・
防
犯
カ
メ
ラ
や
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
等
の
防
犯
グ
ッ
ズ
を
設
置
す
る
。

・
短
時
間
で
も
車
を
離
れ
る
場
合
は
、
荷
物
を
持
っ
て
出
る
。

・
振
動
等
に
対
応
す
る
警
報
装
置
等
を
活
用
す
る
。

・
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
を
と
め
る
と
き
は
、自
宅
で
も
施
錠
す
る
。

・�

丈
夫
な
ワ
イ
ヤ
ー
錠
や
Ｕ
字
ロ
ッ
ク
等
の
補
助
錠
を
か
け
て
、ツ
ー

ロ
ッ
ク
に
す
る
。

○ 

平
成
27
年
の
交
通
事
故
情
勢
と
対
策

　
管
内
の
交
通
事
故
総
数
は
、
平
成
26
年
に
比
べ
て
減
少
し
ま
し
た

が
、
交
通
事
故
死
者
数
は
ほ
ぼ
横
ば
い
の
４
人
で
し
た
。

　
ま
た
、
県
内
の
交
通
事
故
死
者
数
を
み
る
と
、
高
齢
者
が
19
人
で

全
体
の
41
％
を
占
め
ま
し
た
。
ま
た
、
若
者
が
大
幅
に
増
加
し
、
９

人
で
し
た
。

　
高
齢
者
は
昼
間
の
事
故
が
多
く
、
若
者
の
事
故
の
ほ
と
ん
ど
が
夜

間
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
に

・
夜
間
の
外
出
で
は
、
反
射
材
等
で
自
分
の
存
在
を
知
ら
せ
る
。

・�

高
齢
歩
行
者
や
高
齢
者
マ
ー
ク
を
付
け
た
車
両
に
は
、
思
い
や
り

運
転
を
す
る
。

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
へ

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
横
断
歩
道
を
渡
る
。

・
運
転
す
る
車
に
は
、
高
齢
者
マ
ー
ク
を
付
け
る
。

・
運
転
に
不
安
を
感
じ
た
ら
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
。

【
桜
井
警
察
署

46
‐
０
１
１
０
】

大
和
都
市
計
画
道
路
の
変
更

案
の
縦
覧

発
掘
調
査
に
お
け
る
機
械
掘

削
の
入
札
参
加
資
格
申
請

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
か
ら

の
お
知
ら
せ

２
０
１
６
年
度
版

桜
井
市
人
権
カ
レ
ン
ダ
ー
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公
職
選
挙
法
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
３
月
２
日
に
新

し
く
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
を
、
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽ 

日
時　
３
月
３
日
（
木
）

～
７
日
（
月
）

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽ 

場
所　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

◆�

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
を
有
す

る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽ 

年
齢
条
件　
平
成
８
年
３
月
２

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
生

ま
れ
た
人
で
あ
る
こ
と

▽ 

住
所
要
件　
平
成
27
年
12
月
１

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
、

本
市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

（
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
住

所
を
移
し
た
人
で
転
入
届
け
を

し
た
人
に
つ
い
て
は
当
該
届
出

が
な
さ
れ
）
引
き
続
き
３
月
１

日
現
在
に
お
い
て
本
市
の
住
民

基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

人
で
あ
る
こ
と
。

※�

同
時
に
平
成
27
年
12
月
３
日
か

ら
平
成
28
年
３
月
２
日
ま
で
の

間
に
新
た
に
市
の
在
外
選
挙
人

名
簿
に
登
録
さ
れ
た
人
を
掲
載

し
た
書
面
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

　
　
選
挙
管
理
委
員
会
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
４
１
）

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桜
井
で
は
、
全

国
の
求
人
（
正
社
員
・
パ
ー
ト
な

ど
）
か
ら
希
望
の
求
人
を
簡
単
な

操
作
で
探
し
て
紹
介
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
ず
は
一
度
来

所
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
桜
井
職
業
相

談
部
門
（

45
‐
０
１
１
２
）

　
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
、
金

銭
や
物
品
な
ど
の
善
意
の
気
持
ち

を
お
預
か
り
し
、
福
祉
事
業
へ
の

援
助
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

・
み
そ
ぢ
会  

１
０
３
、３
８
９
円

・ 

桜
井
菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  

１
０
、０
０
０
円

・ 

岡
村
知
福　
　

  

５
、０
０
０
円

▽ 

預
け
入
れ
先　
善
意
銀
行
（
大

字
桜
井
５
３
５
‐
１
社
会
福
祉

協
議
会
内

42
‐
２
７
２
４
）・

社
会
福
祉
事
務
所

　
桜
井
駅
南
北
駐
輪
場
で
は
、
月

極
利
用
者
（
駐
車
場
で
は
定
期
利

用
者
）を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
の
使
用
に
お
得
な

前
払
券
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
左
記
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
　

都
市
計
画
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
２
２
）

　
分
区
園
（
貸
農
園
）
に
３
月
31

日
付
で
空
区
画
が
で
き
る
た
め
、

次
の
と
お
り
募
集
を
行
い
ま
す
。

▽ 

貸
出
期
間　
４
月
１
日
（
金
）

～
平
成
29
年
３
月
31
日
（
金
）

※�

継
続
使
用
希
望
の
場
合
は
最
長

５
年
と
し
ま
す
。

▽
場
所　
大
字
上
之
庄

　
　
　
　
（
桜
井
西
小
学
校
東
側
）

▽
資
格　
市
内
在
住
の
人

※�

使
用
は
本
人
か
生
計
同
一
家
族

に
限
り
ま
す
（
名
義
貸
し
が
判

明
し
た
場
合
、
直
ち
に
解
約
と

し
ま
す
）。

▽
１
区
画　
12
平
方
メ
ー
ト
ル

※�

１
世
帯
に
つ
き
最
大
２
区
画
ま

で
と
し
ま
す
。

▽
使
用
料　
年
間
５
、０
０
０
円

▽ 

募
集
期
間　
３
月
１
日
（
火
）

～
７
日
（
月
）

▽ 

申
込
方
法　
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、
左
記
ま
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）。

　
・　
　
都
市
計
画
課
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
２
２
）

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

善
意
銀
行
（
１
月
分
）

仕
事
を
探
し
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

申
問

問

問

問

駐
輪
駐
車
場
の
定
期
利
用
者

を
募
集
し
ま
す

上
之
庄
分
区
園
（
貸
農
園
）

の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

◆

◆

犬
の
飼
い
主
の
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い　
犬
の
散
歩
時
に
は
フ
ン
を
処
理
す
る
道
具
を
持
参
し
、
飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
後
片
付
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

４月から広報紙が　 わります！

これまでの表紙はタイトルロゴが
漢字で、古くて固いイメージがあ
りました。若い世代の人にも手に
とってもらいやすく、親しみがあ
るロゴデザインへ変更します。

文字が多くて、何となく読みづら
いと思われていたこれまでの紙
面。今後は、カラーの写真や図を
多く取り入れることで、より伝わ
りやすい紙面を目指します。

広報紙は市民のみなさんが主役で
す。市内でがんばっている人や、
桜井市にゆかりのある人をどんど
ん取り上げ、みなさんにご紹介し
ていきます。

変わる
Point１

表紙のデザインを
刷新します！

変わる
Point２

カラーページを増加
見やすく伝わる紙面に！

変わる
Point３

キラキラ輝くまちの人を
さらに取り上げていきます！

広報紙の作成には、みなさんの協力が欠かせません。
取材や撮影をお願いした際には、ご協力をよろしくお願い
します。
より身近で親しんでもらえる紙面づくりに取り組みますの
で、取り上げてほしい人や企画がありましたら、総務課文
書広報係（ 42‐9111 内線 324）まで連絡してください。

✿❀
もっと伝わりやすく。

「まちを知り つながる一歩」へ。



　
あ
な
た
も
手
話
を
覚
え
ま
せ
ん

か
？

基
礎
編
（
計
27
回
）　

▽ 

日
時　
５
月
７
日
（
土
）
～
12

月
10
日
（
土
）
の
毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
～
９
時
（
計
27
回
）

※�

た
だ
し
、
８
月
13
日
・
10
月
１

日
・
10
月
29
日
・
11
月
５
日
・

11
月
19
日
は
休
み

▽ 

場
所　
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
中
央
公
民
館

▽ 

対
象　
入
門
編
修
了
者
ま
た
は

同
等
レ
ベ
ル
の
経
験
の
あ
る
人

▽ 

費
用　
１
、４
７
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
の
た
め
、
入
門
編
に
て

テ
キ
ス
ト
を
購
入
済
み
の
人
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

▽ 

申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
（
ふ

り
が
な
）・
年
齢
・
電
話
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
）
番
号
を
記
入
し
、
４
月

23
日
（
土
）〈
必
着
〉
ま
で
に

ハ
ガ
キ
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま
で

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

申
込
者
に
は
後
日
連
絡
が
あ
り

ま
す
。

　
・　
　
聴
覚
障
害
者
協
会
事
務

局　

芳
本
光
司
（
〒
６
３
３
‐

０
０
０
１
大
字
三
輪
１
１
９
‐

９
・
FAX�
45
‐
４
１
２
３
）

《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場 所 予 約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター

法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6 名・各 30 分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）
13：00 ～ 16：00

市役所
2 階

相談室
要

相談日の 1 週間前の火曜日の午前 9
時 30 分から電話で奈良弁護士会へ。

（ 0742‐22‐2035）【市民協働課】

※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・
先着 7 名・各 25 分間〉

3 月 10 日（木）
13：00 ～ 16：00

市役所
2 階

相談室
要

3 月 1 日（火）午前 8 時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。（
42‐9111 内線 534）【市民協働課】

※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる

法律相談

借金問題、土地建物・会社
法人の登記、相続、遺言など
の相談（予約面談制）

〈先着５名・各 40 分間〉

① 3 月 11 日（金）
13：00 ～ 16：20 市役所

2 階
相談室

要

① 3 月 2 日（水）午前 8 時 30 分以降
② 3 月 9 日（水）午前 8 時 30 分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。

（ 42‐9111 内線 534）
【市民協働課】

② 3 月 24 日（木）
13：00 ～ 16：20

行政書士に
よる

法務相談

営業許可、帰化など身分に
関する事、近隣トラブルな
どの相談（予約面談制）

〈先着 5 名・各 40 分間〉

3 月 25 日（金）
13：00 ～ 16：20

市役所
2 階

相談室
要

3 月 11 日（金）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係へ。

（ 42 ‐ 9111 内線 534）
【市民協働課】

消費生活
相談

消費（買物・契約等）・多
重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）
10：00 ～ 16：00

市役所 1 階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係

（ 42 ‐ 9111 内線 534）
【市民協働課】

行政相談
行政に関する相談 3 月 9 日（水）

13：00 ～ 16：00
市役所 1 階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係

（ 42 ‐ 9111 内線 534）
【市民協働課】

※ 予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。

　　福祉の
『心配ごと相談』

日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00 ～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相談日には電話相談（ 42‐6804）

も行います。　　　 【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引き
こもりなどの相談

3 月 1 日～ 31 日
（日・祝日除く）
  9：00 ～ 18：00

桜井駅南口駅
前エルト桜井

２階
不要 若者サポートステーションやまと

（ 44‐2055） 　　　【商工振興課】

人権擁護委員
による

『悩みごと相談』
人権に関わる様々な悩みご
と

3 月 16 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所 1 階
消費生活
相談室

不要
人権施策課人権係

（ 42 ‐ 9111 内線 561）
【人権施策課】

女性相談
女性の様々な問題や悩み

（夫婦・育児・介護・ドメ
スティックバイオレンスな
ど）

３
月
28
日（
月
）

面接相談
12：30～15：00

市役所 1 階
消費生活
相談室

要 相談日の午前中までに人権施策課男
女共同参画係へ。

（ 42 ‐ 9111 内線 564）
◎匿名での相談も可。　【人権施策課】電話相談

10：00～11：30
42‐ 9111

（内線 564） 不要

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

申
問

22広報わかざくら　平成28年３月号
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▽
日
時　
３
月
10
日
（
第
２
木
）

　
午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　
市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽ 

内
容　
ハ
ー
モ
ニ
カ
で
ち
ょ
っ

と
い
っ
ぷ
く

▽ 

出
演
者　

前
島
忠
平
さ
ん

（
ハ
ー
モ
ニ
カ
）

▽
費
用　
無
料

　
　
文
化
を
考
え
る
桜
井
市
民
の

会
（

０
９
０
‐
６
７
５
１
‐

５
７
０
８
）

▽ 

日
時　
３
月
20
日
（
日
・
祝
）

　
　
　
　
開
場　
午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
開
演　
午
後
２
時

▽ 

場
所　

市
立
図
書
館
多
目
的

ホ
ー
ル
（
研
修
室
１
）

▽ 

内
容　
マ
リ
ン
バ
独
奏
（
岡
本

千
明
さ
ん
）、
筝
独
奏
（
伊
藤

麻
衣
子
さ
ん
）、
ハ
ー
プ
独
奏

（
竹
本
真
由
美
さ
ん
）、
ピ
ア
ノ

連
弾
（
デ
ュ
オ・ス
ケ
ル
ツ
ォ：

中
尾
恵
さ
ん
・
松
尾
美
保
さ

ん
）、
ソ
プ
ラ
ノ
独
唱
（
庵
前

通
世
さ
ん
・
ピ
ア
ノ
：
矢
崎
真

理
さ
ん
）
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

▽ 

費
用　
１
、０
０
０
円

　
　

桜
井
市
音
楽
協
会
（
庵

前

０
９
０
‐
２
０
６
０
‐

４
２
４
６
）

～
磯
城
・
磐
余
の
渡
来
人
と
そ
の

遺
跡
～

▽
日
時　
３
月
24
日
（
木
）

　
　
　
　
開
場　
午
後
０
時
30
分

　
　
　
　
開
演　
午
後
１
時

▽
場
所　
ま
ほ
ろ
ば
セ
ン
タ
ー

▽ 
講
師　
橋
本
輝
彦
（
纒
向
学
セ

ン
タ
ー
主
任
研
究
員
）

▽
費
用　
無
料
（
申
込
不
要
）

　
　
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
会
事
務
局
（
市
観
光
ま
ち
づ

く
り
課
内

42
‐
９
１
１
１
内
線

３
４
２
）

万
葉
ゆ
か
り
の
地
味う

ま
ざ
け酒
三
輪
の
里

を
歩
く
ハ
イ
キ
ン
グ

　
三
輪
の
町
の
隠
れ
た
魅
力
を
ご

案
内
し
ま
す
。

▽
実
施
日　
３
月
20
日
（
日・祝
）

※
予
約
不
要

▽
集
合
時
刻
・
場
所　

　
午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽ 

コ
ー
ス 

（
約
３
㎞
）　�

JR
三
輪

駅�

→�

大
神
神
社�

→�

大
美
和

の
杜
展
望
台�

→�

恵
比
須
神
社�

→�

古
い
商
家
街
並
み�

→��

JR

三
輪
駅
（
正
午
頃
解
散
）

▽
費
用　
無
料

　
　

市
観
光
協
会
（

42
‐

７
５
３
０
）

～
天
神
山
の
山
麓
を
巡
る
～

▽ 

日
時　
４
月
２
日
（
土
）

　
　
　
　
（
雨
天
決
行
）

▽ 

集
合
時
刻
・
場
所　
午
前
８
時

50
分
・
近
鉄
長
谷
寺
駅
前
広
場

（
森
と
ふ
れ
あ
う
市
民
の
会
の

旗
が
目
印
）

▽ 

コ
ー
ス　
近
鉄
長
谷
寺
駅
→
下

化
粧
坂
→
愛
宕
山
→
伊
勢
街
道

→
口
の
倉
ト
ン
ネ
ル
→
高た

か
お
か
み龗

神
社
（
口
の
倉
）
→
初
瀬
ダ
ム

→
見
廻
不
動
尊
→
素す

さ
の
お

盞
雄
神
社

→
與
喜
天
満
宮
→
桜
の
馬
場
→

白
髭
神
社
→
與
喜
天
満
宮
御
旅

書
所
→
近
鉄
長
谷
寺
駅

▽
定
員　
50
名
（
申
込
先
着
順
）

▽ 
費
用　
５
０
０
円
（
資
料
代
・

謝
礼
等
含
む
。
中
学
生
以
下
は

無
料
。
当
日
徴
収
）

▽ 

持
ち
物　
弁
当
、
水
筒
、
雨
具

▽ 

申
込
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
明
記
し
て
左
記
ま
で
。

　
・　
　

森
と
ふ
れ
あ
う
市
民

の
会
事
務
局
（
〒
６
３
３
‐

０
０
０
１
大
字
三
輪
５
１
２
三
輪

座
内

０
９
０
‐
３
２
８
１
‐

１
７
０
６
担
当
：
川
端
）

◆

◆

申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

第
55
回
市
民
体
育
大
会

武
道
大
会
参
加
者
募
集
！

▽
日
時　
３
月
13
日
（
日
）

　
〈
開
会
式
〉　
午
前
９
時
30
分

▽
場
所　
総
合
体
育
館

▽ 

種
目　
柔
道
・
剣
道
・
空
手
道
・

少
林
寺
拳
法

▽ 

参
加
資
格　
市

内
在
住
・
在
勤

の
人（
小･

中・

高
・
一
般
）

市
歩
こ
う
会

～
伊
賀
上
野
城
下
町
散
策
～

▽
日
時　
３
月
27
日
（
日
）

　
桜
井
駅
北
口
午
前
８
時
集
合

▽ 

コ
ー
ス
（
約
８
㎞
・
３
時
間
）

近
鉄
上
野
市
駅
→
芭
蕉
翁
生
家

→
蓑
虫
庵
→
鍵
屋
の
辻
→
上
野

公
園
→
近
鉄
上
野
市
駅

▽ 

費
用　
３
０
０
円
（
別
途
拝
観

料
が
必
要
）

▽
締
切
日　
３
月
23
日
（
水
）

【
総
合
体
育
館　

45-

０
６
０
９ http://w

w
w

.net-taikyo.com

】

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー

マイナンバーカード交付窓口
住民票等証明書発行窓口　 　 を休日に開設

▽日時　３月 26 日（土）・27 日（日）
　　　　午前 9 時～午後４時まで

▽場所　市役所１階市民課
※混雑が予想されるので、余裕をもってお越しください。
①マイナンバー（個人番号）カード・通知カード交付
　事前に、窓口（本人確認書類を確認できなかった場合）、
インターネット、スマートフォン、郵送で交付申請をし、
交付通知ハガキが届いた人にマイナンバーカードを交付
します。また、マイナンバー通知カードをまだ受領して
いない人には、通知カードを交付します。
※ 窓口で申請した人で、本人確認書類を確認できた場

合は、本人限定受取郵便でカードを送付します。
②証明書発行
　住民票、印鑑証明書、戸籍の写し等の発行を行います。
※住所異動、戸籍異動、印鑑登録などはできません。

▽  問い合わせ先
　桜井市ナビダイヤル（ 0570 ‐ 078 ‐ 391）

市
観
光
協
会
主
催
事
業

問 問

問

問

桜
井
市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

ガ
イ
ド
の
会
公
開
講
座

第
17
回　
桜
井
市
音
楽
協
会

定
期
コ
ン
サ
ー
ト

第
70
回

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

広報わかざくら　平成28年３月号

下
水
道
を
使
え
る
地
域
に
住
ん
で
い
て
、
下
水
道
を
ま
だ
使
用
し
て
い
な
い
人
は
、
す
み
や
か
に
下
水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
62
回　
鎮
守
の
森
を
観
に

行
こ
う
か
い

申
問



▽ 

日
時　
①
「
就
活
に
欠
か
せ
な

い
、
自
己
分
析
」
３
月
３
日

（
木
）、
②
「
仕
事
の
探
し
方
～

業
界
や
職
種
に
つ
い
て
も
考
え

よ
う
～
」
３
月
９
日
（
水
）、

③
「
実
践
に
役
立
つ
！
面
接
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
！
」
３
月
17
日

（
木
）

※�

時
間
は
①
は
午
前
９
時
40
分
～

11
時
50
分
、
②
③
は
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分

▽ 

場
所　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（
奈
良
市
西
木
辻
町
93
‐
６
エ

ル
ト
ピ
ア
奈
良
内
）

▽ 

対
象　
就
職
活
動
中
の
学
生
や

お
お
む
ね
35
歳
未
満
の
求
職
者

（
40
代
前
半
ま
で
の
不
安
定
就

労
者
を
含
む
）

▽
定
員　
各
10
人
程
度（
先
着
順
）

▽
費
用　
無
料

▽ 

申
込
方
法　
セ
ミ
ナ
ー
名
、
開

催
日
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

居
住
地
の
市
町
村
名
、
電
話
番

号
、
年
齢
、
性
別
を
、
前
日
ま

で
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記
ま

で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
・　
　

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ

（

０
７
４
２
‐
23
‐
５
７
３
０

FAX�
０
７
４
２
‐
23
‐
５
７
５
７
）
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１
月
15
日
～
17
日
ま
で
の
３
日

間
、
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー
と
大
会

議
室
を
会
場
に
、
第
31
回
架
け
橋

美
術
展
（
実
行
委
員
会
な
ど
が
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
架
け
橋
美
術
展
で
は
、
全

国
６
か
所
の
療
養
所
の
人
達
が
、

生
き
る
証
の
一
つ
と
し
て
丹
精
込

め
て
製
作
し
た
陶
芸
や
絵
画
、
書

道
、
写
真
な
ど
の
作
品
約
１
３
０

点
を
展
示
し
ま
し
た
。
来
場
者
は

作
品
か
ら
人
間
性
の
回
復
と
い
う

い
の
ち
の
輝
き
を
感
じ
取
り
、
桜

井
の
地
か
ら
多
く
の
心
の
架
け
橋

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

戦
後
、
治
療
薬
が
開
発
さ
れ
、

ハ
ン
セ
ン
病
は
治
る
普
通
の
病
気

に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か

わ
ら
ず
、「
恐
ろ
し
い
」「
治
ら
な

い
」
と
い
っ
た
か
た
よ
っ
た
考
え

方
の
た
め
に
、
ハ
ン
セ
ン
病
患
者

の
人
達
は
ひ
ど
い
差
別
を
受
け
ま

し
た
。こ
の
美
術
展
成
功
の
た
め
、

多
く
の
市
民
や
医
療
機
関
、
金
融

機
関
、
商
工
団
体
、
小
学
校
等
の

心
が
一
つ
に
な
っ
て
、
ま
た
、
ハ

ン
セ
ン
病
回
復
者
の
人
達
と
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、
実
り

多
い
取
り
組
み
と
な
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
参
加
者
の
感
想
を
紹

介
し
ま
す
。

　
「
ど
の
作
品
に
も
、
生
き
る
力
、

生
き
よ
う
と
す
る
思
い
の
す
ば
ら

し
さ
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
人
と

し
て
の
権
利
を
は
く
奪
さ
れ
た
中

で
、
本
当
に
大
切
な
も
の
を
失
わ

ず
、
人
と
し
て
の
尊
厳
を
心
の
中

で
大
事
に
大
事
に
育
て
て
こ
ら
れ

た
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
熱
い
思

い
が
こ
み
上
げ
、
涙
が
あ
ふ
れ
そ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
、
ど
う

生
き
て
い
く
か
考
え
た
い
で
す
。

今
回
の
美
術
展
に
見
に
来
れ
て
、

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
」��　
　
　
　
　

�【
人
権
施
策
課
】

（230）

人
権
コ
ー
ナ
ー

ハ
ン
セ
ン
病
に
正
し
い
理
解
を

第
31
回
架
け
橋
美
術
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

人
権
コ
ー
ナ
ー

な
ら
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
就
活
セ

ミ
ナ
ー
（
３
月
）

◆

◆

広報わかざくら　平成28年３月号

環境部からのお知らせ
４月から、スプレーカン・カセットボンベ・
使い捨てライター等（危険ごみ）の出し方
が変わります。

　スプレーカン・カセットボンベ・使い捨てライ
ターは、最後まで中身を使い切り、穴をあけない
で「危険ごみ」の回収日に集積所のコンテナに入
れてください。または、グリーンパークへ直接持
ち込んでください。無料で引き取ります。

▽問い合わせ先
　環境部業務課（ 45 ‐ 2001）

申
問



申＝申込み先　　問＝問い合わせ先　　◎市ホームページ  http://www.city.sakurai.lg.jp/

おはなし会の案内（当日参加）
月 日 担 当 時 間 内 容 場 所

３ ５日（土） 桜井おはなしの会 午後 3 時～ 3 時 30 分 おはなしや絵本の読み聞
かせなど おはなしのへや

●�新しい本の情報については、図書館内の配布資料やホームページでも見ることができます。
☆�お願い　次に読みたい人が待っている場合もありますので、本の返却期限は必ず守ってください。

期限を過ぎても返却がない場合、貸出停止になることがあります。ご理解とご協力をお願いします。
◎今月の休館日は、毎週火曜日と、３月 11 日（金）～ 19 日（土）です。

【図書館 44 ‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

図 書 館 か ら の お 知 ら せ
●臨時休館に伴う特別貸出について
　本の点検などのための臨時休館（３月 11日（金）
～ 19日（土）まで）に伴い、特別貸出を行います。

▽実施期間　２月 26日（金）～３月 10日（木）
　　　　　　※火曜日休館

▽貸出期間　４週間まで

●本とあそぼう　おはなし隊
　講談社のキャラバンカーが絵本を載せて図書館へ！

▽日時　3月20日（日・祝）午前10時30分～11時30分
●図書館教養講座（要申込）

「大津皇子と大伯皇女 ‐ その死の表現 ‐ 」

▽日時　3月 27日（日）午後２時～３時 30分
※�詳しくは館内の掲示を見るか、図書館まで。

　本市は、人口減少と地域の活性化とい
う大きな課題に直面しています。この課
題を克服するためには、戦略的に施策を
展開することが重要です。
　そこで、国の総合戦略を踏まえ、市民
のみなさんの参画により、総合戦略策定

会議を設置し、幅広い意見を反映しなが
ら、総合戦略の策定を進めてきました。
　今回は、平成 27 年 10 月に策定した

「桜井市まち・ひと・しごと創生総合戦略」
の概要をお知らせします。

　これらの目標を実現するため、観光や
福祉をはじめ様々な分野で、新しい取り
組みを進めています。また、総合戦略の重
点プロジェクトである「奈良県まちづく
り連携協定における拠点まちづくり」に
よって、地域の特性を活かした次世代に

向けたまちづくりを進めています。
　本市の人口ビジョンおよび総合戦略に
ついては、市ホームページおよび市役所
情報公開コーナーにて公開しています。

▽  問い合わせ先　行政経営課（ 42 ‐
9111 内線 256）

桜井市まち・ひと・しごと創生総合戦略を策定

1 若者の働く場を確保する

若者の働く場を確保することによって、流出抑制と
Ｕ・Ｉ・Ｊターンを促す。

3 子育て世代に選ばれるまちをつくる

子育て世代の男女両方に対するサポートを行うこと
によって、若い世代の結婚・出産・子育ての支援体
制を向上させる。

2 市外からの来訪を促し、定住を促進する

歴史文化の発祥の地「桜井」の魅力を周知することに
よって、市外から来訪を促し、交流人口の拡大や転
入人口の増加につなげる。

4 桜井ならではの生活スタイルを確立する

豊かな自然環境に恵まれた「桜井」で、ゆったりとし
た時間を送る生活の魅力を向上させ、移住・定住を
促進する。また、桜井市の特性を踏まえ、魅力と個
性を活かし、安心・安全に暮らせるまちをつくる。

基本目標

目指すべき人口の将来展望に向けて 
総合戦略において基本目標を設定

2040 年に人口約 51,000 人を維持
（一般的な人口推計では約 46,000 人）

桜井市人口ビジョンにおける
人口の将来展望
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市民目線で「桜井のとっておき」を選んだ「大
和さくらい１００選」に選ばれている場所を紹
介するよ！

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.lg.jp/
himiko/index.html
観光まちづくり課

（ 42 ‐ 9111 内線 342）
E-mail：kanko@city.sakurai.lg.jp 

今回は、真言宗豊山派総本山として有名な長谷寺！
本尊は十一面観音像で、本堂が国宝に指定されているん
だって。長谷寺は、西国三十三所観音霊場の第八番札所
で、全国からたくさんの人々が訪れているんだよ。「花
の御寺」としても有名で、桜や牡丹、紅葉など、季節ご
とに違う顔を見ることができるよ～。

愛宕山

県桜井浄水場

初瀬川
国道165号

長谷寺駅

吉隠

長谷寺

長谷寺の本堂で行われている朝の勤行※が、大和さくら
い 100 選のパワースポットとして選ばれているんだよ。
本堂からせり出した舞台から見える眺望は、遠くまで見
渡すことができて絶景！

※長谷寺　朝の勤行
4月1日～9月30日　午前 6 時 30 分
10月1日～3月31日　午前 7 時
勤行開始の 30 分前より、本堂窓口にて受付。
参拝料：500 円

長谷寺の向かいにある
愛
あ た ご や ま

宕山から見える景色は
ビューポイントに選ばれ
ているよ。長谷寺の全景
がきれいに見えるよ～！

舞台からの景色 初瀬地区の棚田
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初瀬地区の国道沿いに広がる棚田の風景も
ビューポイントになっているよ。
のどかな景色に癒されるね～♪



❀桜井市
ＰＨＯＴＯニュース

「キクイモづくしの料理教室」
　中央公民館にて、市内で採れたキクイモを使った料理
教室を開催しました。キクイモに含まれるイヌリンには
腸内の善玉菌を増やす役割があるとされ、糖尿病などの
生活習慣病や認知症の予防に効果が期待されています。
　炊き込みごはんや煮物、サラダ、揚げ物、そして汁物
と５種類のキクイモ料理を分担して作り、味わいました。
参加者は一番おいしかった料理を問われ、皆すぐには選
べないほどどれも好評でした。今後、市内ではキクイモ
の第六次産業への取り組みが期待されています。

「音楽を通してモンゴル文化に触れました」
　SIFAフェスティバル「モンゴル大草原の風・音・人」
にて、モンゴルの民族楽器奏者サウガゲレルさんと山本
敦子さん、シルクロード合奏団（サウガゲレルさんの音
楽教室の受講生で構成）による演奏が行われました。
　馬頭琴やリンべといった独特の楽器や、ホーミーとい
う特殊な歌唱法で、モンゴルの民族音楽だけでなく、「故
郷」や「ルパン３世のテーマ」など、身近な楽曲も披露
されました。異国情緒を感じる音色に、観客は時間を忘
れて聞き入っていました。

「ボランティア推進のため、講演会を開催」
　実践ボランティアから学ぶ…「まち・ひと・つなぐボ
ランティア」をテーマに、市立図書館で吉村憂希さんが
講演を行いました。NPO法人青少年育成審議会 JSI 理
事長である吉村さんは、30 年以上の活動から得た経験
をもとに「ボランティア活動をするなら、まず家族を大
切に。そうでないと、家族がボランティア活動を嫌いに
なってしまう」などと語りました。
　その説得力のある言葉に、約 140 名の参加者も大き
く頷きながら、熱心に聞いていました。

「せんとくんに気持ちを伝えたよ」
　今年も、奈良県マスコットキャラクターのせんとくん
にバレンタインの贈り物をしようと、ひみこちゃんが県
庁を訪れました。
　同じく集まったのは、葛城市の蓮花ちゃん、大淀町の
よどりちゃん、そして御所市のゴセンちゃん。昨年より
ライバルは増えましたが、一番先に三輪そうめんなどの
特産品とひみこちゃんグッズを手渡して気持ちを伝える
ことができ、ご満悦の様子でした。他の３人にも「友チョ
コ」を配り、仲良く記念撮影をしました。

1/31

ＮＥＷＳ❀✿✿

1/30

2/6

2/10
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この広報紙は、再生紙を利用しています
桜井市ホームページアドレス　http://www.city.sakurai.lg.jp

◇市民の動き◇　平成 28 年１月 31 日現在（前月比）
〈人口  59,011 人 (-34)〉〈男  28,088 人 (-18)〉〈女  30,923 人 (-16)〉〈世帯数  24,489 世帯 (-19)〉
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